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w．調査結果

　1974年より1979年にかけて行なわれた現地踏査を中心とする植生調査資料を中心・に，室内作業

により群落単位が決定された。自然植生6群集，14群落，代償植生1群集，15群落，その他4に

まとめられた。さらに縮尺！：7500の地形図上に荒浜を中心とする現存植生図，潜在自然植生

図，立地図が描かれた。植生を理解するためには，周辺域の植生との分布を比較することが必要

とされる。したがって，縮尺1：50000の地形図を基盤として現存植生図が描かれた。

D　植　物　群　落

A．自　然　植　生

1．ヤブコウジースダジイ群集

　　Ardis三〇一Castanopsietum　siel）oldii　Suz．一Tok．1952（Tab．3）

　新潟県下ではスダジイ林はきわめて少ない。葉裏が金褐色のスダジイは丸い樹冠を重ね，林内

をおおっている。立地が比較的乾燥しており，他の常緑広葉樹林に比較し林分全体が明るい。新

潟県では，西山町石地神社，御島石山神祉に比ll交的自然に近い形で残されている。佐渡ケ島では

比較的多く残されている。スダジイ，ヤブツバキ，モチノキ，シPダモが高木・亜高木層に生育し

ている。林床にはヤブコウジ，ヤブラン，キヅタ，ベニシダ，ジャノヒゲなどの常緑槌物が多い。

　このようにスダジイが優幽する植分はヤブコウジースダジイ群集としてまとめられる（宮脇，

藤原，原田，楠，奥田1971）。

　ヤブコウジースダジイ群集は冬の平均気温（2月）がエ。C以上に生育するといわれる（古岡

1g64）。スダジイ林を調べると気温1。Cの等温線と一致する。その後の筆者等の調査ではスダジ

イ林の分布は，秋田県象潟町に至る。象潟町では明治時代に植栽された神社林であるが，胸高直

径1m近くにも生長し，森林構成種は，ヤブツバキ，キヅタ，オオバジャノヒゲなど常緑植物を

多くもっている。したがって気湿は低いが，植栽されることによる生育はヤブツバキクラス域で

積雪量の少ない地域では可能である。しかし自然分布の北限とは差がある（藤原，望月未発表資

料）。

　新潟県におけるヤブコウジースダジイ群集は，他の地域と比較してツタウルシ，カスミザクラ，

キタコブシ，スミレサイシン，オクノカンスゲなど，ヒメアオキーブナ群集の構成種や，カスミ

ザクラなどの北方型サクラ類がみられることが異なる。今回の調査資料では佐渡ケ島におけるヤ

ブコゥジースダジィ群集は常緑植物が石部神社よりも多い（Tab．3）。

　ヤブコウジースダジイ群集は本州におけるヤブコウジースダジイ群國の典型的植分として，北

限地域に発達する常緑広葉樹林である。次項のイノデータブ群集がさらに北上し，日本海側では
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Fig，14　スダジイ林（ヤブコウジースダジイ群集）。高木層に優占するスダジイは本州中都

　　　以南に生育するコジィと異なり樹皮に縦のわれ目が入る。北限地域でも大木に生育す

　　　る（西霞町）。

　　Cα∫’〃～砂5’5α砂が面諭αvar．3’θゐoZ4～∫beherrscht　im　Ardisio－Castanopsletum

　　sieboldii　dle　h6here　Baumschicht．　Sie　wird　an　ihrer　n6rd｝ichen　Wuchsgrenze　noclユ

　　sehr　hoch（20m）im　Flec1くeロNishlyama．

秋田県仁賀保町まで生育しているのに比較し（種としては青森県岩崎村），乾性立地では小佐渡

の椎泊が北限とされる。また，表日本側も北限はおよそ一致し北緯38。付近までみられる。

　スダジイの堅果は美味で酒のつまみに利用されることもあるほどで虫がつきやすい。したがっ
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Fig，15御島石部神社社叢林のヤブコウジースダジイ群集，日本海側，とくに新潟県はヤブ

　　　コウジースダジイ群集の北限にあたる。

　　Oshima．lshibeTempelwaldmit　Ardisio．Castanopsietum　sieboldii，　dasauf
　　der　Japanischen　Meeresseite　hier　an　seiner　n6rdlichen　Grenze　wachst．

て播種の際も吟味が必要とされる。

播種の際には3日間水につけておき，種子中の虫を絶滅させて播種することが必要とされる。

　　2．　イノデータブ群集

　　　　1》olysticho・Machileもum　tkunbergii　Suz。⇔70茎｛．1952（Tab．4）

　新潟県や佐渡の海岸沿いの離愁地には高木層にタブノキが被度3～5と優占した植園が見られ

る。暗緑色の葉で樹冠がおおわれるタブノキにより高木層が被われることにより林内が薄霧く適

湿に保たれる。したがって林床には羊歯植物が豊富に生育している。このようにタブノキが高木

層に優擁している植分は，イノデータブ群集としてまとめられる。

　新潟県下のイノデータブ群集はクマワラビが比較的高常在度で生育している。羊歯植物の種類

は多くはない。

　新潟県のイノデータブ群集の林分を比較すると，カヤ，マルバグミ，アマニュウ，ヒトリシズ

カで区分されるマルバグミ亜群集，シロダモ，イノデで区分されるシロダ匂臣群集に地域的に下

位区分される。さらに特別な区分種をもたない典型亜群集がみとめられた。

　マルバグミ亜群集は，勝木八幡宮におけるタブ林で代表される。構成種であるカヤは一般に深

い積雪地の裏日本型気候下に生育しないとされており，植栽された可能性がある。勝木八幡宮は
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，轟纏で

鳥影鰯

Fig．16　胞姫神社の社叢林。高木層にケヤキ，

　　　低木層にヤブッバキが優潔している。

　Blick　auf　den　Tempelwald　Yonahime。王且

　der　h6heren　Baumschicht　dominiert　Z8躍ouα

　∫61？πオα，　in　der　Strauchschicht　Cαノηθ〃fα

　ノ＠0〃～Cαun〔1五71αめαノ妙0写料．

海岸に面した南斜面で風のあたらない湾側にイノデータブ群集が発達し，海岸風衝地にマルバダ

ケブキを伴ったオニウコギーエゾイタや群落が発達している。マルバグミ並群集はさらにコウラ

イテンナンショウ，ツヤナシイノデ，ミヤマカンスゲ，コシノカンアオイで区分される変群集が

特別な区分種をもたない典型変群集とともにみとめられた。前者は45～50。の急傾斜地に分布す

る。

　特別な区分種をもたない典型亜群集は佐渡ケ島及び村上市内岐神社で植生調査された。

　シロダモ亜群集は一般に関東地方に広くみられる。典型的なイノデータブ群集の形態である。

新潟県下では佐渡ケ島，越後白山神社，その他一般に海岸ぞいの丘陵地に分布する。シロダモ亜

群集はさらにミズキ，オクマワラビで区分されるミズキ変群集，チャボガヤ，ウラジロガシ，キ

ッコウハグマ，エゾアジサイ，キクバドコロ，シキミ，ヤブソテツ，ミヤマイラクサで区分され

るチャボガや変群集が下位区分された。

　イノデータブ群集は北限地が比較的北まで見られ，裏日本，表日本ともにおよそ北緯38。付近

まで生育している。特に海からの風雲地に多く生育する。日本海沿岸部では秋田県本庄市を一応

のタブ林の駅留とし，青森県岩崎村にはその断片がみられる。太平洋岸では岩手県il暇湾沿岸ま

でみられる。

　タブノキは発芽率も良好で環境保全林形成に際しては土壌条件，とくに水分条件に注意されれ

ば最適な樹種であるといえる。
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Fig．17胞姫神社社叢林。ケヤキの大木が中央に，さらにウラジロガシ，ヤブツバキなどの常

　　　緑広葉樹の生育がみられる。草本層にはオオバノイノモトソウ，ジュウモンジシダ，

　　　イノデ，リョウメンシダ，コタニワタリ，ベニシダなど羊歯植物が豊富に生育している。

　Tempelwald　von　Yonahime．　Die　B＆umschicht　besteht　aus　Z幽。ηα∫8ノγα’α（Mitte），　Qz‘8ノτ’‘∫

　5α傭∫ノ～α，Cα〃38πガαブ砂。π’ごαund　anderen　Baumen．　In　der　Bodenschicht　kommen　Fame　wie

　P’β～露c1窃∫oα，∫b4y3孟～chz‘〃3ρoら1∂Z〔ψ1zα7マ‘〃’，　Po4y5オfclzz〃μ彦1ψ陀ノη刀，ノ17τz‘ゐ加04855彦α刀漉51Lff，

　習げZZ燃5ω＠8ノ～伽～‘ノμund　Z）ノフ曜81廊8ノツ彦ゐ1η5・㍑vor．

　　3，　ウラジロガシ群落及びアカガシ群落

　　　　9πθrcπ88α泥。επα・級nd　Q配ω℃πsαcπfα一Gesel蓋schaft　（「ra1｝．5）

　柏綺市胞姫神社の上部にはウラジロガシが被曝2で生育し，ケヤキ，タブノキが高木層に混生

している林分がみられる。能生町白山神社や柚崎市内の一部の屋敷林にはアカガシが被度4～5

と優占した林分もみられる。

　臼本海沿岸では，太平洋岸に比較し，降水量・積雪量が多く，一般に内陸部ではヒメアオキ～

ブナ群集に生育するヒメアオキ，チャボガヤ，ハイイヌガヤを区分種とされるヒメアオキーウラ

ジロガシ群集が丘陵地下部に発達している（佐々木1958）。積雪量が比較的多い富山県では富山

平野に接した海抜20～30mから海抜400mの間に発達する台地や丘陵地の一部に，社寺林や屋敷

林として小面積に残されている（宮脇昭他1977）。新潟県下に発達している，あるいは残されて

いるウラジロガシ林やアカガシ林は，きわめて小面積で断片的にみられる。

　胞姫神社のウラジロガシ群落はウラジロガシ，ハイイヌガヤ，クマワラビ，イノデ，ヤブラン，

オオバノイノモトソウ，ケヤキで区分され，イノデータブ群集に近い種組成を示している。

　能生町白肉神社及び柏崎市内の屋敷林でみられるアカガシ群落はアカガシ，ヒサカキ，ホオノ

キ，コシノカンアオイ，コマユミ，シシガシラ，エゾユズリハ，オオバクロモジで区分される。
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Fig．18胞姫神社国道沿いはコンクリート吹きつけが行われ，高木が枯死しているのが鼠に

　　　　つく。

　　An　der　Staatsstra8e　sterben　die　h6heren　B盗ume．　Der　Anschnitt　wurde　zur　Befestigung

　　mit　Zement　bespritzt（v◎me　rechts）．

新潟県におけるウラジロガシ群落及びアカガシ群落は両群落とも共通性はヤブツバキクラスの標

徴種のシロダモ，カブダチジャノヒゲ，ヤブコウジ，キヅタ，ベニシダ，ヤブツバキやその他ム

ラサキシキブ，フジ，ヒメアオキ他である。したがって，ここではウラジPガシ群落及びアカガ

シ群落としてまとめられた。新潟県はヒメアオキーウラジロガシ群集の北限域にあたる。したが

って断片的に種組成の欠落群落，あるいは貧化している群落が多くみられる。ウラジμガシ群落
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及びアカガシ群落もヒメアオキーウラジロガシ群集の断片として記録される。

　　4．　マルバノシャリンバイ群落

　　　勘αP配。伽」8配㎜bθ〃αfαvar．」説θσθrrε7πα・GeseUscha重t（Tab・6）

　新潟県海岸断崖地にはマルバノシャリバイが樹高0．6～3mのマッキー状の低木林を形成して

いる。とくに佐渡ケ島では多くみられる。新潟県海岸ぞいでは，きわめて少ない。新潟県側の沿

岸部では地形的に急断崖地が多く調査が嗣難で資料が得られなかった。

　佐渡島におけるマルバノシャリンバイ群落は，マルバノシャリンバイとマサキが区：分種とされ

Lauf．　Nr．：

Aufn．　Nr．：

　　Tab．6　マルバリノシャリンバイ群落
Rん＠痂oZ砂f∫1‘ηめ8ZZα如var．　fπご89ε芹’η～α・Gesellschaft

　　　　　　　　　通し番号
　　　　　　　　　調査番号

Datum　d．　Aufn．（1974）：

Hδhe　U．　Meer（m）：

£XPQsitiQn：

Neigung（。）：

Gτ6島ed．　Probef1註che（m×m）：

Hδhe　d．　Strauchschicht（m）；

Decku篇g　d，　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht　（m）＝

Deckung　d．　Krautschicht（％）l

Artenzahl：

調査年月日

海抜高度
方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
低木層の高さ

低木溜植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数
Trennarten　d．　Gesellschaft：

　1～んψL’・砂f∫・‘〃凄う読α’αvarゴ刀’θ96プ万ノ〃α

　E’‘oノリア〃耀∫ノψoπκ～4∫

Trennarten（1．　Untereinheiten：

C幽53’ノz8刀5孟∫var．メ妙・ノ～加

　ル84θノゴα∫6αη48π∫var．〃薦∫7rθゴ

　A〃ψ8♂（ψ5’56肥ηψθ‘z’4πα4zα’α

B6rゐθノおα〃3μノ脚～∫∫5　var．ノ＠・ノ～加

　L∫z々‘〃渉7παα‘♂αオz‘ノノ三

Sonstige　Arten：

　qy7一‘o〃π～〃1り勉～‘α‘z‘〃’

　Co6α4々‘∫or～〉∫α‘Zα孟～45

群落区分種

　マルバノシャリソバイ

　マサキ

下位単位区分種

　エノキ

　ヘクソカズラ

　ノブドウ

　ヒロバノヘビノボラズ

　スカシユリ

その他の種

　オニヤブソテツ

　アオツヅラフジ

SK
　S

　S

SK
SK
SK
SK

1　　2　　3　　4

SDSDSDSD
20　　　21　　　24　　　25

7／29　7／27　7／27　7／27

25　15　一　 一

SESWNENE
60　65　70

5×55x33x43x1
3　　2　一　 一

98　98　一　 一
〇．3　0．5　α8　0．6

5　　1　90　80

10　8　　6　11

　　ミ
s工～l

SKi
…　　1

5・4　5。5　5●5　4●4

十　　十十・2　　・

；2ゴ1郭：：
1　　　　　　　　　　　　　　署

　　　　　　　　　　　
ヨ　　　　　　　　　　　　　　ゼ

；十　1。2！　・　　・

　。　’i1。2理i
　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　し

　・　．i＋　土i

土土2’2土
土　＋1●2　’

鐵現一団の種AuBerdem　le　einmal　in　Aufn．　Nr．1：Cα〃～θπ∫αノと4＞oη∫oαヤブツバキS－1・2，ルr銃θπooゴ∬π∫

∫ノゴα4ψ∫4α∫αナツヅタK一十，30Zαηκηz　4yプα∫z‘η’ヒヨドリジョウゴK一十，　in　2：Ro5αη耀Z∫耀。プαノイバラ

S一＋，in　4：M乞56αη”L’4∫∫’2～例∫’∫ススキK一＋，1）fαη疏π∫5～ψ81「うμ5　var．　Zo7zgf‘礎y6∫πz↓5カワラナデシコ

K一＋，1秘5’κ‘αo加ノ～αウシノケグサK－2・2，50”ぬ8＝o励留・αε〃”αvar．8マ勾㍑2～∫θ¢オオアキノキリンソウ

K一十，五乃αノzo’ノ∫co泥αノzαイブキボウフウK一十，ゐ。π∫68rα刀’orプoze∫∫キンギンボクK一十，ノレ始f∫∫∫θZZθガ

var・ノ＠o／zzoαハマハタザオK一＋・

調査地Fundort：Sadogashima・玉nseln（2－5：Aufn．　von　RM．，　K．　K，　T．E，1－3：A．M．，　KF．，　TF．）佐渡島
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た。マルバノシャリンバイ群落はさらにエノキ，ヘクソカズラ，ノブドウで区分されるエノキ下

位単位，ヒロバヘビノボラズ，スカシユリで区：分されるヒロバヘビノボラズ下位単位に区分され

た。

　マルバノシャリンバイ群落は山形県三畝で北限地が調査されている（藤原・望月朱発表資料）。

秋田県や青森県ではやブツバキ優占群落の形態をつくり海岸風衝低木林を形成している。

　海岸風衝低木林は，生育する立地の地形，土壌堆積（土壌中の保水能力の相違）により植物群

落が住みおけている。現在までにマサキートベラ群集（密脇・藤原・原田他197！），トベラーウ

バメガシ群集（蜂昆1951），黙屋ヤブソテツーハマビワ群集（須股・真柴・鈴木1969），ホソバ

ワダンーマルバニッケイ群落（中西・鈴木1973）などが報告されている。

　それぞれの群落の住みわけはFig．19に示されている。

土壌堆積
Bodenanhaufung

　悪
schlecht

良

9しlt

トベラーウバメガシ群集Pittosporo

　　－Quercetum　tobirae

ホソバワダンマルバニッケイ群集

Crepidiastr・一Litseetum
　　Japonicae
オニヤブソテツーハマビワ群集

Cyrto面・一Litseetum
　　　jap・n｝cae

　　シャリンバイ群落
　　R1～α爾0～蜘～〃ηδθJZ伽var・

　　∫η～禦8ηゼノηα一Gesellschaft

ヤブツバキ・群落
Cα”2（3”融ノθ／）03～～6〃一Gesellschaft

マサキーン・ラベラ群集猛uonymo

－Pittosporetum　tobirae

蜜
SUd

北
NOIてi

　　　　　　　　Fig．19　日本の風衝低木林の住みわけ

Schematische　Darstellung　der　Wuchsoτte　von　Buscllwaldern　Iln　C　a　m　e　l　l　i　e　t　e　a

laponicae－Gebiet　an　der　w三ndexponierten　MeereskUste

　　5。　トネリコーエゾイタや群落

　　　　∬rακεπzε8ゴαpoπεcα轄ノ1cεr　7πoηo　va翌．ρZα6rπηひGese蓋lschaft　（Tab．7）

　勝木八幡宮のイノデータブ群集に接した北西斜面に樹高！4mのシナノキ，ケヤキ，オオバボダ

イジュが混生する林分がみられる。柏崎市の平野部のかって島であった小丘薄地においては，多

少種組成をちがえたエゾイタや優占群落が北西の海岸からの風衝をうける斜面に発達している。

内陸部では，トネリコを多くまじえて生育している（大積町）。このような林分はオニウコギ，ハ

リギリ，ヤマニガナ，オカトラノオ，オオバボダイジュが海岸ぞいに生育し，共通種のエゾイタ

ヤ，カスミザクラの他にトネリコ，ミズキを区分種としてトネリコーエゾイタや群落としてまと

められた。

　オニウコギをもつエゾイタや群落は古砂丘地や第三紀層あるいは古成層の丘陵上に海岸風衝林

の一つのタイプとして，青森梁まで分布している。新潟県は南限地と考えられる。トネリコーエ

ゾイタや群落は海岸より3～4kH1内陸部丘陵地斜颪に発達している。このような林分は現在まで
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報告がない。一般に東北地方では海岸風衝の影響がないところでは，コハウチワカエデ，イブキ

ヌカボ，ツノハシバミ，アズキナシ，ブナ，アオハダ，オオバザサ，ウゴツクバネウツギなどの

ブナ林構成種をもったエゾィタヤーシナノキ林が発達している（藤原1979）。さらに追加調査に

よリトネリコーエゾイタや群落の広がり及び勝木八幡宮にみられるオニウコギやオオバボダイジ

ュを伴ったエゾイタや群落の広がりを追跡したい。

　柏崎市荒浜海岸の古砂丘地域は現在クロマツ，アカマツ植林におきかえられているが，一部オ

ニウコギーエゾイタや群落の潜在立地がみとめられる。

　　6．　ヒメアオキープナ群集

　　　　Aucubo－Fagetum　cre職atae　M童y3w3k童etal．1968（Tab．8）

　米山山の海抜500毘以上の斜面や，内陸に位置する小千谷市の斜面証状地に，高木層にブナが

樹高15～20mで優占した林分がみられる。林内にはチシマザサあるいは，チマキザサなどのササ

類は比較的少なく，ヒメアオキ，ユキツバキ，エゾユズリハなどの常緑低木とオオバクロモジ，

ウワミズザクラ，タムシバなどの夏緑低木が混生している（相沢他1976）。』このような林分はヒ

メアオキーブナ群集としてまとめられた（宮脇・藤原・望月！977）。

　今回の調査では高杉町石黒で次項のマルバマンサクーブナ群集と，ケヤキ，オオバボダイジュ，

イタヤカエデ，サワシバ，エゾツリバナ，ミツデカエデで区：分されたブナ林が一応ヒメアオキー

ブナ群集としてまとめられた。柏崎市周辺30km地域ではさらに多くのヒメアオキーブナ群集にま

とめられる林分の調査資料が得られると考えられる。さらに補充調査により比較したい。

　　7．　マルバマンサクーブナ群集

　　　　Hamamelo・Fagetum　crenatae　M童yawakietaL　1968（Tab・8）

　柏崎町小村峠付近の稜線大島村，川西町，小国町など，冬季に雪が深く積雪する地方でやせ

屋根がはりだしている地域では，海抜150m付近より稜線に狭い面積でブナ林が残されている。

樹高12～24mとばらっきがあるが，やせた尾根部や急傾斜地にみられる。林床にササ類は少なく，

マルバマンサク，ウゴツクバネウツギ，オオバクロモジなどの低木が被度35～85％を占めてい

る。林床には帰日イワカガミ，オクノカンスゲ，ヤブコウジ，トキワイカリソウなど常緑植物が

多く生育している。このような林分はマルバマンサク，オオイワカガミ，ホツツジを標徴種及び

区分種としてマルバンサクーブナ群集にまとめられた。

　柏崎市周辺地域では，高柳町，小国町，川西町，大島村，松代町など，米山山の後背山地に，

海抜！50mの低海抜地より海抜800m付近の高海抜地まで尾根部や急斜面に狭い面積でマルバマン

サクーブナ群集にまとめられる林分が残されている。一般にマルバマンサクーブナ群集は比較的

海抜高度が高い海抜450m以上の地域あるいは900m以上の地域に東北地方ではみられる（宮脇他

1968，宮脇・望月・藤原1977）。したがって新潟県下で，しかも海岸近くで低地まで下降してい
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　　　　　Fig．20尾根部に残されているマルバマンサクーブナ群集（小千谷市）
　　　Das　Hanlamelo．Fagetum　cre鷺atae　lst　auf　den　R廿cken　derH菰gelnoch
　　　erhalten　geblieben．　Im　Vordergrund　wachst　als　Ersatzgesellschaft　eine．M’5‘αノ～’1zκ5

　　　∫〃z8／z5，5．Wiese（Staclt　Oliya　450　m　NN）

るのはきおめて特異である。さらに追加調査により柏崎周辺地域に残されているブナ林の植生調

査および分析を行ないたい。

　柏崎市より北部に位置し，日本海に接した弥彦山，国上山，多宝LL凍側斜面の海抜180m以上

にも分布していることが記録されている（野村総合研1979）。

　　8．　コマユミーハンノキ群落

　　　　1弛。π〃配冴8α’αεπ8var．αpfer拠8爾∠4’πω8．ノαρoπεc伽Gesellschaft（Tab．　g）

　新潟県では新潟平野の水田耕作が行なわれていない湿生地にハンノキ群落がわずかに残されて

いる（宮脇・藤原・原田1972未発表資料）。新潟県の沖積低地はその大部分が水田耕作地に利用

され，その前身がうかがわれない。わずかに畔にトネリコによる畔木や，ハンノキの植樹による

イネ掛がつくられている。

　総総市周辺においても現存するハンノキ群落はみとめられなかったが，荒浜海岸の柏崎刈羽発

電所構内に一ケ所，ハンノキが被度5で生育するコマユミーハンノキ群落が調査された。面積は

10m×20mときわめて狭いが，粘土質砂をもつ番神砂層が表面より20cn1以下に分布し，排水を悪

くしている。1978年には，近くに切り通しがっくられたため乾燥化の傾向を示しているが，湿生

のヒメシダなどが林床に生育し，湿生林の面影をとどめている（穂生断面及び土壌断面は琵g，46
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Nr．　d。　Aufnahme：

　　　　　Tab．9　コマユミーハソノキ群落

Eκo～zッ〃β～45α1認～∬var．ψ’8’麗5一ズ41πκ5ノ砂07zゴ6σ，Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　調査番号

Exposition：

Neigung　（0）：

Gr6βe　d．　Probef1註che（m×m）：

H6he　d。　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（％）＝

H6he　d．　Strauchschicht（ln）；

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）；

Artenzahl：

方　　　　位

傾　　　　斜

調　査面積
高木暦の高さ

高木層三門率

低木贋の高さ

低本暦植被率

草本麟の高さ

草本七二被率

出　現種　四

丁璽璽璽49・・鎚9募雛・　　　　　　　群落区分種
　茄薦ブ4ρ・廊α　　　　　　　　　　　ハンノキ
　Ez‘oノ～ッ〃3μ∫αZα‘μ5　var．ψ君（～プ～’∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コマニLミ

　ル血99〃oZfα々。う～4∫var・ゐ。ノ’θα♂∫5　　　　　　　　　　キタコブシ

　Lμ∫口慰σ〃昭砂ρ砂廊　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメシダ

　CoZ”∫5’π6〃5’5　var．ノ砂。沈α　　　　　　　　エノキ

　Lfgμ∫孟”‘班。ゐ敵画1b盈切’　　　　　　　　　　　　　　イボタノキ

So箆st三ge　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　Z碗疏α陀yZ乏〃πρψ8ア・漉‘〃’　　　　　　　　　　　　サンショウ

　Rz848ノ毎5ごαη48π∫vaL〃～α∫フ窃　　　　　　　　　ヘクソカズラ

　五ごα〃疏｛4＞αノ～α躍読抄σア碗㍑躍5　　　　　　　　　　　　　オニウコギ

　Cα競6α7ψαブ砂。ノ漉α　　　　　　　　　　　　　　ムラサキシキブ

　5〃露礁CIL∫πα　　　　　　　　　　　　　　　　　サルトリイバラ

　五々6∂～αケのZfσ確　　　　　　　　　　　　　　　　ミツバアケビ

　L翻砂6〃，加or　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメヤブラン

　L砂1Zα’1L8η〃π97’αC旋　　　　　　　　　　　　　　　ササクサ

　脇乃z‘プππηz盈7α如♂～z7μ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガマズミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　Ro6∫π∫α♪58κ40αoαcfα　　　　　　　　　　　　　　ニセアカシア　　　　　　　i

　λ面プ～’∫δo〃め，瞬∫　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマグワ

　五プα♂ガα8ぬ蝕　　　　　　　　　　　　　　　　 タラノキ

　Aゐ8酬αqμ∫πα如　　　　　　　　　　　　　　　　　アケビ

　〈を。臨56α58ノ・fご6α　　　　　　　　　　　　　　　　シロダモ

　孟91’∫〃～o’z磁μ♂05ζ羅　　　　　　　　　　　　　　　キンミズヒキ

　ハ盃56απ疏Z‘∫5∫π8’～5∫5　　　　　　　　　　　　　　　ススキ

A∫置8”α脚’o廊va「・oゐ‘z”45 @　　　　ノコンギク　　　　1
　05槻〃z‘如ノ砂。疵6α　　　　　　　　　　　　　　ゼンマイ　　　　　　　　　1

調査地及び調査年月日Fundort　u。　Datum；Arahanユa　in　Stadt　Kashiwazaki本白崎市荒浜，

（von　A．　M．，　K　F．，　T。0．　u．　Kat．）
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　　　　　　　　　　Fig．21　コマユミーハンノキ群落の林冠
Oberteil　der　Baumschicht　in　der　E～‘o〃ッ〃〃‘∫α♂α∠z’5　var．‘礎61・κ5．AZ／z～f5ノ‘4）o〃1（7α．Gesellschaft

を参照）。

　一般にハンノキ林は山闘地の沢ぞいや池沼の周辺，あるいは沖積低地などの過湿潤地を妊んで

群落を形成する。かっては新潟県下に広く生育していたものと考えられるが，現存植生はきわめ

て少なくなっている。

　柏崎市荒浜では特異な例として，隣接して湧水池がみられ群落の発達もみられるが，排水が悪

く，壁状になった砂層が，ハンノキ林をつくる一難となっているものと考えられる。

　植物社会学的にはイヌシデーコナラ群団の植物群落への移行群落と考えられる。

　　9．スカシユリ一八オウシノケゲサ群落（海岸断崖地草本植物群落）

　　　　Lεεε㏄π己ηるα侃‘α伽η己・17es掘。αe‘α伽r・Gesel韮schaft（K轍sten麦els－W玉esen）（Tab．1G）

　新潟県沿岸部の海爆断崖地の岩隙にはオオウシノケグサ，スカシユリ，キリンソウ，アサツキ，

タイトゴメ，イブキボウフウなどで特徴づけられる海岸風衝断崖岩隙植物群落がみられる。草丈

20～30cmで好陽性のヒメヤブラン，オオアキノキリンソウ，カワラナデシコ，ススキなどを伴っ

た草原はスカシユリ一掃オウシノケグサ群落としてまとめられる。

　スカシユリーオオウシノケグサ群落は佐渡島で調査されたが，親不知の断崖地において同様な

涯分がみとめられている。

　砂がわずかに堆積した岩隙地に発達する。

　今圓は調査資料が得られなかったが隣接地域ではハマオトコヨモギーメノマンネングサ群落，
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　　Fig．22　サイト内に一ケ所残されているハンノキ群落の冬季相，番神砂層が高く排水

　　　　　　が悪い。林床にコマユミが優占している。

　　　　Winteraspekt　der茄12‘∫ノ‘ψ01～磁．Gesellschaft．　In　der　Stfauchscl玉lcht　dominlert

　　　　　E～ωノリノ〃耀5αZα々ぞ5var．ψご8耀5（Kashiwazaki）

バシクルモン群落などが分布しているという（野村総合研1977）。

10．　海岸砂丘植生

　　K賛stend養ne鼠・Vegetation（Tab。11，12）
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Lauf．　Nr．：

Aufn、　Nr．＝

Tab．10　スカシユリー禅師ウシノケグサ群落
　L躍～〃μノ2βαα4α彦，〃ル恥5彦zκαθZα海。ノ・．Gesellschaft

　　　　　　　　　通　し　番号

　　　　　　　　　調　査番号

Exposition：

Neigung　（o）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Krautschicht（c熾）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）＝

Artenzah1：

方　　　　位

傾　　　　斜

調　査面積
草本層の高さ

草本層植被二

心　現存数

Trennarten　d．　GeseHschaft：

　飛∫彦‘κα8Zα孟～0ノ・

　L読Z〃μ〃鵡α冨α診ε〃〃

　584～4〃露ゐα〃躍∫01zα彦どα〃〃

　配Z加ノβ∫61LO8ノ砂r‘z∫翻var．ノbZ’・∫～4〃呂

　58漉〃πoノツ之ゲ薇～胡’

　ゐ必απ0孟～5COプ8αノZα

Arten　d．　Miscanthetea：

　L配ψ6〃珈02’

　30Z痂9・ψ9α一α♂〃ぞαvar．9’8瀦π‘8α

　／）～απ伽∫5zψ6rろん5　var．　z・ノzg加ら・・伽∫

　λ4∫3ごσ，z‘んε‘∫∫加6ノ～5！∫

ゐぬ∫ご・〃己～α‘♂‘漉‘5var．ノ＠・ノ伽5

　Zの・5如ノ妙。π蜘

　乙θ功846之αα〃z6α’α

婁9塁鎚憩蔓墜：

　の0読qか0890／Z吻α砂8’厩Zイ5

年冬区分種

　オオウシノケグサ

　スカシユリ

　キリンソウ

　アサツキ

　タイトゴメ

　イブキボウフウ

ススキクラスノ種

　ヒメヤブラン

　オオアキノキリンソウ

　カワラナデシコ

　ススキ

　ミヤコグサ

　ノシバ

　メドハギ

その他の種

　ミヤマアブラススキ

1　　　2　　　3

SD　　SD　　SD
27　　28　　29

NE　　NW　　NW
50　　80　　50

1×1．51．5×2L5×1．5

20　　30　　20

80　　90　　40

12　　10　　　8

調査地Fundort：Insel　Sadogasl｝ima佐渡島（Aufn．　von　A．　M．，　K．　E　u，　T．　F．）

調査月山Datum　d，　Aufn．　Ju1，27，1974．
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　荒浜海岸には砂丘植生の多くのタイプがみられる。砂丘の先端に近い砂の移動する地域ではハ

マグルマーコウボウムギ群集に代表されるコウボウムギが優占した植分が，さらにやや凹状地で

はコウボウシバが生育している。砂の動きがわずかにとまるところではハマナスが優占する。ハ

マナスが生育するところではツルウメモドキ，アキノキリンソウ，カワラナデシコなど出現種数

が多い。さらに砂の動きが安定し，クロマツ植林が行なわれたあとではチガヤ，スズメノヤリ，

スナゴケ，ハマスゲなどススキ草原に近い様相を呈してくる。胃の薬として用いられるハマゴウ

なども荒浜海岸で観察された。

　チガヤ，スズメノヤリなどが生育している立地やハマナスが生育可能な地域では風衝低木林の

構成種（トベラ，マサキ，ヤブツバキ）などの植栽は可能である。

　また砂丘植生のコウボウムギ，コウボウシバ，ハマニンニクなどは飛砂防止用に植栽可能であ

る。ハマゴウ，ハマナスなどは紫，赤の花をつけ観賞用，飛砂防止用に使われる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43

　海岸砂丘は風による恒常的な砂の移動，さえぎるものがないため直射による高温と乾燥，強い

紫外線塩分を含む飛沫などの影響を強く受けるなど一般的に植物の生育にとってはきわめてき’

びしい環境になっている。したがって海岸砂丘植生は限られた種類により構成される。植物の形

態も飛砂に埋没しても生育可能なように根系が発達しているコウボウムギ，コウボウシバ，ハマ

ヒルガオ，ケカモノハシ，ハマグルマなどが生育している。

　一般に海岸砂丘では波打ち際の海岸堆積物の多い立地にオカヒジキ群落（オカヒジキクラス

Salsoletea　komarovii）が細い帯状に発達している。飛砂が激しい立地にハマボウフウ

クラスGlehaietea　littorahs　Ohba，MiyawaklαTx．1973にまとめられるコウボウ

ムギやケカモノハシを主とした植物群落が，さらに安定した後背地に海岸低木群落を構成するハ

マゴウクラスViticetea　rotundifoliae　Ohba，Miyawak1etTx．1973やノイバラク

ラスRose捻a　multiflorae　Ohba，MiyawakietTx。1973のハマナス群団Roslon

rugosae　Ohba，MiyawakietTx．1973の植物群落が発達している。

　新潟県では柏崎市の荒浜海岸の他に新潟市新川河口より角田岬にかけて発達する四ツ郷屋浜，

越前浜，角田浜にも見られるという（野村総合研！979）。

　一般に砂丘植生は太平洋岸，日本海沿燦ともに海水浴場などに利用される人為的影響により破

壊されたところが多い。対症療法的に防砂林としてクPマッを植栽したり堤防や柵をつくり砂防

を行っているが成功例がきわめて少ない。ハマニンニクの植栽による砂防が小面積だが比較的各

地で行なわれている（宮脇他1972，！975）。

　　1）　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　　Wedel圭〇一Caricetum　kobomugi　Ohba，　Miyawakiet7x．1973（Tab．　i1）

　荒浜海岸の砂の動きの激しい砂丘地に，出現種数3～10種により構成されるハマグルマーコウ

ボウムギ群集が調査された。荒浜海岸ではハマグルマを欠きコウボウムギが被度1～4と生育し

ている。とくに海岸線に近い前砂丘ではコウボウムギが被度4と優旧して生育している。砂が堆

積する立地ではハマニガナで区分されるハマニガナ亜群集や，特別な区分種をもたない典型亜群

集がみとめられた。砂がまきあがる後背砂丘の凹状地では，ビロードテンツキ，メヒシバ，カモ

ノハシ，カワラヨモギが混生しており，メヒシバ亜群集として区分された。とくに頻繁に砂がま

きあげられる大きな右脳地ではビロードテンツキの純群落を形成することがある。

　新潟県ではウンランが分布し，ハマグルマーケカモノハシ群集及びウンランーケカモノハシ群

集の移行帯にあたると考えられる。

　日本の砂丘植生の研究はOhba，　Miyawaki　et　Tx．1973にまとめられている。ハマグルマー

コウボウムギ群集，ケカモノハシ亜群集およびハマグルマーケヵモノハシ群集（東北地方ではウ

ソラソーケカモノハシ群集）が海岸砂丘前線にみとめられている。しかしその標徴種は移行し，

とくに区分される一線が確認できない。したがって，今回の調査資料では組成表作業では，メヒ
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Flg　23　ハマグルマーコゥボゥム群集。コウボウムギ，コゥボウシバはハマニンニクと

　　　共に砂の移動をとめるため飛砂防止用として植栽可能である。

Wedeho－Car】cetum　kobomugl　EslstmoghchCα肌励。〃〃で8～，　Cωでτ♪〃〃～廊

und　Eらワ〃zイ5　〃10”’～zur〕［3efeもt］gung　von　Flugsdnd　zu　pfldnzen

シバ，ビロードテンツキ，カモノハシ，カワラヨモギで区分される暴落はメヒシバ亜群集として

まとめられた。なお，ウンランーケカモノハシ群集はウンランが区分種として用いられている。

したがってメヒシバ亜群集は難聴的にウンランーケカモノハシ群集に近いものと考えられる。

　　2）　ハマエンドウ群落

　　　　ムαfん〃r配sノαpoπ護。ωs・Gese霊lsch批ft（Tab．員）

　初夏に紫色の花をつけ一面にやや安黙した砂丘地をおおうハマエンドウは北は北海道まで広く

分布している。特に優占群落を形成しやすく，夏季の海岸砂丘を彩る植物である。

　荒浜海岸では飛砂が少ない安定した砂丘地に嚢状に生育がみとめられた。コウボウシバ，ハマ

ハタザオ，ハマニガナなどの砂丘植生に，安定した草原を形成するススキ，マント鋸落の構成種

ヘクソカズラや帰化植物のアレチマツヨイを伴っている。

　ハマエンドウ優占群落は北海道より九州まで砂丘のやや安定地に譲状に生騙しているのがみら

れる。
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灘

繋拶

懸壽

淋．

蘇僻心

　　　Fig．24　ハマエンドウが優占したハマエンドウ群落。

Lμ〃り・r’‘∫露ψoノ’～ビ～’5－Geselischaft　mi亡herrschendem　Lα〃リワマ，∫ノμ1）oノ’～c～，5．

　　3）　ハマナス群落

　　　　泥08απ6ρos砕Gese韮lschaft（Tab．員）

　荒浜海岸にはハマナスが被度4と優占した樹高90cmの簸生低木林がみられる。夏季に赤桃色の

花をつけるハマナスは東北地方以北の砂丘低木群落を形成する。

　荒浜海岸では特別な区分種をもたないハマナス群落として記載された（Tab．11）。多くの種が

混生し，出現種数17種と多い。

　　4）　ウンランーハマゴウ群集

　　　　Linario－Viticetuln　rotundifo践ae　Okもa，　Miyawaki　et7x．1973（望ab．12）

　ハマナス群落と類似した砂丘安定地にハマゴウ，セナミスミレで標徴及び区：分されるウンラン

ーハマゴウ群集がみとめられた。

　ウンランは東北地方に分布し，関東地方以西の海岸砂丘植生との区分種として扱われ，ケカモ

ノハシ群集群のウンランーケカモノハシ群集にも区分種として用いられている。荒浜海岸では関

東・中部地方以西に分布するチガヤーハマゴウ群集との移行帯であり両群集が分布している。

5）　スズメノヤリーチガや群落

　　Lπ2π置α　cαp泥αfα＿1加、ρθrαfα　c〃距πdrεcαva罫．κoθπεgεレGese蒸1scha窒t（愛ab．12）
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　砂丘後背地の飛砂が停止した安定砂丘地にはチガヤ，スズメノヤリ，ハマスゲ，カワラマツバ，

アキノキリンソウなどススキ草原構成種により構成された植分が発達する。植被率45～60％を占

め草原を形成している。砂丘植生はおずかにハマヒルガオ，コウボウムギが生育するのみであ

る。海岸砂丘の風衝草地の一型と考えられる。

　11．水生植物群落

　　　　Wasserpflanzengese董lscha｛ten

　荒浜海岸にかぎらず新潟県下の海岸地域には潅概用もかねた池や沼が多くみられる。このよう

なところには水生植物群落が独自の群落を構成している。

　ミクリ，ガマ，マコモ，ウキヤガラなどはとくに水深が一定している立地に多くみられる。ミ

クリ群落は水深40cmの池で調査された。ガマ群落は5～30cm，マコモ群落は20～50cmと比較的深

い。ウキヤガラ群落は一般にマコモと共存するが，80cm近くの深さまで生育できる。

　これらの大形水生植物は生活排水や工場排水などの汚水に対しliving　filterとして役立つこと

ができる。西ドイツ，オランダ，アメリカやカナダでは一部実際に植栽し水質浄化に役立ててい

る。

　　D　ミクり群落

　　　　勘αη7αηε配〃己8foJoηεプerE醒一Gesel藍schaft　（Tab．13）

　荒浜海岸のかっての水田あと地では，現在水が溜まり一部溜池状を呈している。その周辺部に

水深40cmの水中に水上1m出したミクリが被度5，出現種数1種で特異な群落を形成している。

一般にミクリは低湿地の湖沼の岸部や，ゆるやかに流れる川岸に帯状に生育している。

　ミクリ群落の植物社会学的所属はウキヤガラーマコモ群集の下位群落とされている（宮脇・奥

田・藤原他1979）。

　　2）ガマ群落

　　　　丁〃Pんα～αfεfo髭α鱒Gesellsc1監afも　（Tab．　13）

　荒浜海岸のミクリ群落に接してガマ群落が調査された。植生高2mに達し，ガマ1種により構

成されている。一般にガマ群落は共存種が少なく，わずかにヨシ，セリなどが共存することがあ

る。夏季に円柱形の長大な濃褐色の花穂をつけ上半に雄花を，下半に雌花を密生する。冬季に熟

し，雌花の基部にある数個の白毛により小形の果実とともにばく大な種子が遠方まで飛散される。

低湿地の斜地に落下したもののみ発芽する。一般にガマ群落は河辺の低湿地・湖沼・ため池ある

いは水田耕作放棄地など広く湿地帯にみられる。長い根茎を有している。

3）マコモ群落
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　　　　Zf2απεα～α彦〃「o泥α一GeseHsc薮aft（嬰ab．13）

　柏崎市池田尻や刈羽村などに多くのため池が位置し，ため池のふちに1～2mの高さでマコモ

が純群落を形成している。時にイヌビエを伴うことがあるが，1種類で構成されている。

　一般にマコモはウキヤガラと生育しウキヤガラーマコモ群集の標徴種とされているが（Miya－

waki　u．　Okuda　1972），常に共存せずに，水深が約30cm以上になるとマコモの植被率が高くなり，

ついにマコモの純群落となる（宮脇他1979）。柏崎周辺では水深が深いためかマコモの純群落あ

るいはウキヤガラの純群落のみが調査された。

　　　　　Tab．13　ミクリ群落，マコモ群落及びウキヤガラ群落
勘αノ8απ～κ〃，∫∫o♂oπξルη‘ノルGesellschaft（A），乃グ）1～α1α雄bZ～α．Gesellschaft（B），　Z～淑η～α

Zα孟｛1b〃α．Gesellschaft（C）und＆～厚）’ご∫ノZμ辺～α診～」～∫一Gesellschaft（D）

Gesellschaft　Zeich．：

Lauf．　Nr．：

Aufn．　Nr．

Datum　d．　Aufn．（1978）1

Wassertiefe（cm）：

Grδβe　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

群落符号
通　し　番号

調査番号

調査i年月日

水　　　　深

調査面積
植　　生　　高

植　　被　　呼

出　現種数

A　　B　　C　　D

1　　2　　3　　4

X　　X　　Z　　Z

20　21　3　　6
9　　9　　9　　9

5　　5　　6　　7

40　一　　一　　一

5×35×53×35×5
1　　2　　1　1．5

80　　　80　　　90　　　95

1　　1　　2　　7

Trennart　d．　Gesellschaften：

　勘αノ即ノz々‘〃L吻Zoπ旋1wμ

　乃ψ11αZα曜bZfα

　z穏ωzノαzα雄bZ∫α

　36’ψ～‘∫ノ了1副α”z～ぶ

Sonstige　Arten：

　Ec1L加。ぐ1痴αθマ’∫・8uZ♂’

　％4ygoπ～〃ノπん～〃～加r8ゾ∫

　Poら・9α～～〃ノ多1髪y4ノ・ρ1，ψ8ノー

　ハ｛fo∫Zα　4’αノ～〃L8，U

　B’4β刀∫カηη405α

　々yc⑫イ∫z’κ～4～イ∫

　Gα飯〃多孟’ψ‘♂～〃ノ’var。ゐ1脚ψ84～〃～Cぬ診Z〃〃

調査地Fundort：Stadt　Kashiwazaki柏崎市

群落区分種

　ミクリ

　ガマ

　マコモ

　ウキヤガラ

その他の種

　イヌビエ

　ミゾソバ

　ヤナギタデ

　ヒメジソ

　アメリカセンダングサ

　シロネ

　ホソバノヨツバムグラ

15・41・　・

調査者1～3：Aufn．　von　A．　M．，　K．　F．，　T．　O．　und　KAT，4：KR，　L　M．　u．　T。　A．

・15・4｝

・　・】5・4i

●　　　・　　　・　15・4i

●

●

十　　。

・　2・2

・　　十

・　　十

・　　十

。　　十

。　　十

　　4）　ウキヤガラ群落

　　　　8cεηpπ8　f’祝ひ」α琵配8－GeseHschaft（緊al｝．13）

　水深10～20cmの湛水地でウキヤガラが被度5で優占している植分が調査された。水深が比較的

浅く，ミゾソバ，ヤナギタデ，ヒメジソ，アメリカセンダングサ，シロネ，ホンバノヨツバムグ
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ラなどのヨシクラスの種や，タデ類を伴うタウコギクラスの種が混生している。

　　5）　ヒシ群落

　　　　Trαραノαpoπεcα一GeseUschaft（Tab．14）

　大形水生植物に限らず池沼には浮葉植物群落がみられる。新潟県下ではヒシ群落が記録され

た。水深50～80cmの池沼に発達している。

　ヒシを含む富養湖の浮葉植物群落は，干葉県印旛沼の資料よリガガブターヒシ群集が報告され

ている。柏崎市ではガガブタが欠けておりヒシが1種で構成されている。時にサンショウモを伴

う。

　柏崎市糊辺における浮葉植物群落は比較的少ないが，信濃川周縁の佐潟，上堰潟などにはヒシ，

ヒメビシ，ジュンサイ他の浮葉植物が生育しているといわれる（野村総合研1979）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab，14　ヒシ群落
　　　　　　　　　　　　　　　　丁ノτψαノ‘ψo〃ノ。α一Gesellschait

Lauf．　Nr．：　　　　　　　　　　避iし番号　　　　i　1　2　3
Datum　d．　Aufnahme（1978）：　　　　　　　　　　　　調査年月　日　　　　　　　　　　　9　　9　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　7　　6

Wassertiefe（cm）＝　　　　　　　　　　　　　　水　　　　深　　　　　　　　50　50　80
Gr6βe　d。　Probeflache（m×m）1　　　　　　　　　　　調　i査　面　積　　　　　　　　　　5×55×55x5

Deckung（1，　Vegetation（％）：　　　　　　　　　　　　植　　被　　率　　　　　　　　　　　85　90　90

Artenzahll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l＝疑　現　種　数　　　　　　　　　　1　　1　　2

窯・叩鱒興43P・ellscl頭・

　〔乃4＞αノ41＞oノ～’‘α　　　　　　　　　　　　　　　ヒシ　　　　　　　　　　　5。55・55・5

　3α加魏∫α1zα∫αη∫　　　　　　　　　　　　　　　　　サンショウモ　　　　　　　　　　・　　・　1・2

調査地及び調査者Fundort：Stadt　Kashiwazaki柏崎市．　Aufnahme　von　K　F．，　L　M．　u。　T．　A．

　8．代償植生Ersatzgesellschaf£en

　新潟県下は米どころとして古くから水田耕作地を主とした田園地帯として利用されてきた。防

風林として植栽されているクロマツ，アカマツ，ニセアカシア植林，薪炭林として利用されてき

たコナラ林など人為的影響によっておきかえられた各種の代償植生が，県下の大部分の地域を広

く占めている。

　多くの代償植生は絶え間ない人為的影響とつりあって持続している。人為的影響の種類と与え

られる頻度は，そのまま植生に対する自然度として反映され，人為的影響が頻繁にくりかえされ

るほど，自然度は低くなり，種継成は単純化する。ある一定の期間をおくことにより，種組成の

増加がみられる。森林形態・草原形態にその頻度が反映されている。

　　12。ヤブツバキーケヤキ群落　　　　　　　　　　　　一
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　　　　0αη昭πεαノαpoπεcα一Zε’ゐ。ひα8θrrα’α一Gesel董sc｝韮aft（雪al）．15）

　千振白ヒゲ神社，村上市石船神社，能生町白山神社，親不知子不知には高木層にケヤキが難度

3～4と優占し，低木層や亜高木層にヒメアオキ，ヤブツバキが3～5と優養した植分がみられ

る。イタヤカエデやケンポナシがケヤキに混生するこの植分はヤブツバキーケヤキ群落にまとめ

られた。

　ヤブツバキーケヤキ群落は比較的急傾斜地で，海からの風が直接当らない凹状地などに生育し

ている。ヤブツバキーケヤキ群落は，低木層にアオキ，低木層・亜高木層にシロダモ，ヤブツバ

キが優占した群落である。太平洋岸ではケヤキが優占することは少ないがアオキ，シロダモが優

心するアオキーシロダモ群落がみとめられる。いずれもイノデータブ群集の代償植生として生育

している。

　ヤブッパキーケヤキ群落はさらにウリノキ，オオバジャノヒゲ，イヌワラビ，ハイイヌガヤで

区分される群落と，ヤブラン，ミツバアケビ，ヤマウコギ，ミズナラで区分される群落に下位区

分された。ウリノキ下位群落は能生町白山神社や，親不知など丘陵地，山地下部に発達しており，

ブナクラスの構成種が区：分種としてみられる。またヤブラン下位単位は海岸付近や，低地で海か

らの影響をうけやすく気候が緩和されるためヤブランが林床に恒常的に生育している。

　13．　クリーコナラ群落

　　　　Cα8fαπθα　crθπαfα鵜Q郡θrcπ88θrrα‘α一Gesellschafも　（Tab．16）

　荒浜海岸砂丘の斜面などの立地が安定したところではクリ，コナラの復元がみられる。一般に

10～15年に一度伐採され雑木林として利用されるクリーコナラ群落は，比較的土壌の発達が良好

なところに生育している。荒浜海岸においては表層土がわずかに形成されて，砂層に有機物が混

じた形態が示されている（Fig．43）。

　発電所敷地内には1ケ所みられるだけであるが，国道116号線の両側丘陵地には比較的まとま

った面積でみられる。今回はこの海岸近くに広がるコナラ林について植生調査ができなかったが

国道116号線沿いのコナラ林についての補充調査を行ない，内陸部のコナラ林との比較検討を行

いたい。

　内陸部では，小千谷四子，柏崎市新道で調査資料が得られた。ここではオクチョウジザクラ，

トキワイカリソウ，ユキツバキ，タムシバ，オオバクロモジなど日本海岸に分布する植物やブナ

クラスの植物が生育している。小千谷市の植生（即急・瀬沼・高橋・山本1976）ではオクチ。

ウジザクラーコナラ群落として記載されている。オクチョウジザクラーコナラ群落は多雪地に発

達する二次林として区分される可能性があるが，海岸沿いの二次林構成種との比較により，確認

したい。このような内陸型のコナラ林は多雪地に共通し，秋田県羽後町にも類似した林分がみら

れる（望月1979）。

　今回はコナラ林については細分されず，クリーコナラ群落としてまとめられている（Tab，16）。
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Fig．25　構内に一ケ所残されているコナラ群落，冬季相。古い砂丘地斜面に発達して

　　　いる（荒浜）。

Winteraspekt　der　Qz’61℃～’∫3βノブ伽一Gese1｝sclユaft　auf　e三nem　alten恥nen．Hang（Arahama）

　東北地方のコナラ林については，麗麗バクロモジーミズナラ群集（大場1974）が発表されて

いるが，新潟県下の今回のクリーコナラ群落や追加調査，オクチョウジザクラーコナラ群落（相

沢・瀬沼他！976，望月1979，野村総研1978，’79），ウゴツクバネウツギーコナラ群落（越前

谷・高田・高橋・望月1976）などの資料とさらに比較・検討が必要であろう。

　14．　ホツツジーアカシデ群落

　　　　7rεPθ’αεθεαPαπεe配Zα♂α鱒Cα叩επ麗8　～αエεfo麗α一Gesellschaft　（Tal》．　17）

　米山山の東斜面下部で，アカシデ，ナツツバキ，ネジキ，ツクバネ，オクモミジバグマで区：分

されるホツツジーアカシデ群落が区分された。

　ホツツジーアカシデ群落は樹高約19mに達し，高木層にアカシデ，ナツツバキ以外に，アオハ

ダ，ホオノキが被度1～2で生育している。亜高木層にはブナクラス構成種のハウチワカエデ，

コハウチワカエデ，アオダモなどがみられる。低木層にユキツバキ，ヒメァォキ，エゾゴズリハ，

ミャマガマズミ，ウゴツクバネウツギなど積雪地鶏の低木がよくみられる。またコナラーミズナ

ラ林にもみられるホツツジ，ワタゲカマツカ，ナツハゼ，ヤマツツジなども生育している。：草本

層にはトキワイカリソウ，ヤブコウジなど日本海岸に多い常緑植物や，タガネソウ，ショウジ白

ウバカマ，チゴユリなどの生育がみられる。このようなシデ類を高木層に有する林分は太平洋岸
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難
鱗灘、

・襲〆懸

場轟
　　乞ゾ

Fig，26　砂丘斜面に発達したクリーコナラ群落の夏季相。

Cα∫’αノ～βα‘ノ御zα如一Qz‘81微5∫81アα彦α．Gesellschaft　auf　DUnen－Abhang．

では，イヌシデ優占群落（宮脇・藤原他1972，♪73，宮脇他！978，宮脇・奥田他1978），シデ，

イヌブナ混交林（宮脇・鈴木他1977，奥田1978）が報告されているが，日本海岸でははじめて

である。追加調査により分布の把握が今後の課題とされる。

15．　カシワ群落

　　Qπεrαε8　deπfαオα一Gesellschaft　（Tab。18）
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme；

GrδBe　d．　Probef】ache（m×m）：

H6he　d．　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（％）：

Hδhe　d．　Strauchschlcht（m）：

至）eckung　d．　Strauchschicht　（％）：

H6he　d．　Krautschicht　l

Deckung　d．　Krau亡schicht（％）：

Artenzahl：

　Tab．18　カシワ群落
ρ〃6π～！5ぬπ’4～冠，Gese1】schaft

　　　　　　　　調　査番号

調査月　臼

調査面積
亜高木層の高さ

亜高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出　現回数

X
37

78

9

　5

7×10
8

70

2

20

G．8

40

28

Gepflanzte　Baumart　l

　Q1∫81一α’∫ゐノ～如’α

Arten　d．　Quercetalia　serr雛。・勢。塾鐙地鍵：

　τ耀5’82’fαプZorめ2〃z滅乙

AZわ癖αノzぐZ乃プ∫∬∫㍑

EZα顔9刀zζ∫望．‘〃め8zzα如

Cα∫∫αノτ8αぐノrθ〃α’α

Pη〃～～‘∫ηθ，・8α〃～ぬ

Eπ・ノ削〃～π5α1磯4∫var．砂’伽∫

v狛，‘η～κ〃～．4μα’α’κ〃～

！1たθわ～αφノ’のz～α診α

V漉5／7cヴb磁var．　ZOうα如

P∫ノ～π3’1L’ρめ81召”∫

搬5cαη〃Lκ5∫加θノ～31∫

Pオβガ4忽ノμαgz〃f／z’〃μvar．1α痂’∫6μ1τ’〃1

CαZα〃～α91η∫彦’∫αノ鞠π♂～ア～α・・8αvaLゐプαc1壇漉1～α

功∫’〃沼61z’α618オ1η’o’漉∫

ノ1プ漉5ノπ」ゆ。刀ノ雌

POα砂1LOπ4y10漉∫

飛∫々κα0刀∫2Zα

五プ’8〃多ゴ5融ρがノ～ご砂5

7ん‘漉伽4〃孟た8〃～θ・Z58　var．1礎01α4α〃♪’

Cαψθ5謡ノμ8♂o∬砂1り，Z♂π〃多

∠万03ω撒Z．煙01～～‘α

Lβ⑫8漉辮ρμ05α

ん”8〃～∫5如ゴ64＞o／z∫oα

！）伽伽35ζψ6・加5var．♂0π9加ら・‘～〃～ぜ5

α81∫オ09リノz851z8‘々θ♂Zが

Cocα4Zz硲。ノーみ∫α‘1α孟己‘∫

Rz‘〃昭謬α‘78ご0∫α

カシワ

フジ

ネムノキ．

アキグミ

クリ

カスミザクラ

コマユミ

ガマズミ

ミチバァケビ

エビヅル

クロマツ

ススキ

ワラビ

ノガリヤス

溝型トラノォ

ヤブコウジ

イチゴツナギ

ウシノケグサ

融モギ

アキカラマッ

サジガンクビソウ

ヤマノイモ

ネコハギ

オトコヨモギ

カワラナデシコ

チョウセンガリヤス

アオツヅラフジ

スイバ

B

B
S

S

S

S

S

S

S

K
B
B

K
K
K
K
K
K
K
K：

K
K
K
K
K
K
K
K
K

4・4

1・2

！・2

1・1

　十

1・1

1・1

1・2

　十

2。2

十・2

1・1

十。2

十・2

2・2

1・2

2・2

1・2

3・3

1・2

　十

　十

　十

　十

　十

十・2

十・2

　十

　十

調査地Fundort二Arahama－cho　ln　Stadt　Kashiwazakl柏崎市荒浜町（Aufn．　von　A．　M．，　K．　F．，　L．　M．　u．

KAT．）
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　荒浜海岸でカシワ群落が記録された。一般にカシワ群落は海岸安定砂丘地の風凹地に低木林と

して発達する。胞姫神社上や出雲崎でみとめられるが，新潟県下のカシワ群落は，東北地方のカ

シワ群落と異なり種類組成がきわめて異質で，マント群落構成種が混入している。二次林構成種

であるコナラーミズナラオーダーの種群フジ，ネムノキ，アキグミ，クリ，カスミザクラ，コマ

ユミ，ガマズミの他に，ススキ草原を構成するススキ，ワラビ，ノガリヤス，アキカラマツ，カ

ワラナデシコなどがみられる。

　一般に海岸風衝低木林を構成するカシワ林は新潟県が南限となるが，今回は植生調査が行なわ

れていない。柏晴市周辺部で寺泊より鐵雲崎にかけて発達している（Karte　I）。補充調査による

検討が必要である。

　｛6．　スギ植林

　　　　Or〃P’oη28rεαノαρo痂8α・Forst（Tab．19）

　新潟県下にはスギ植林が各地に広く行われている。生育良好な林分では樹高25～30mに達し

ている。

　スギ植林地は，林冠を暗くうっべいするため林内は暗く，下草刈りなどの人為的影響が停止さ

灘窟

Fig、27　尾根部に植樹されているスギ植林，斜面下部は雪崩のため低木林の持続群落

　　　を形成している。

Auf　den　Berg－RUcken　stockt　ein　Cプ妙ω〃z召1毎ノ妙。πたα一Forst．　Auf　den　Unteren－Hangen

bilden　unter　dem　Einfluss　von　Schneelawlnen　Geb廿sche　von　A♂2躍∫卿π7厩und　WF8∫g8♂α

ん。ノでσ〃∫～5eine　DauergeSdlsChaft．
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れると潜在自然植生構成種が多く林床に復元する。

　Tab．19は内陸部で海抜300mのスギ植林の植生調査資料である。潜在自然植生と判定される

ササーブナオーダーの構成種のブナ，イタヤカエデ，コシアブラ，リョウブ，ヒメアオキ，オオ

バクロモジ，タンナサワフタギその他多くの種が生育している。

　一般にスギ植林は斜面下部あるいは沖積地に多く行なわれる。柏崎市を中心とする30km圏では

積雪量が多い地域では尾根部にスギ植林が残され，斜面およびその下部は低木林が発達している。

これは融雪時の雪崩により高木林が発達できないためと，スギ植林も流されてしまうため尾根部

に植樹されるもの，あるいは残されたものと考えられる。小千谷市東部，大島村，長岡市，柏崎

市東部などでこのような現象がみられる（Karte　D。

　17．　ク日マツ・アカマツ植林

　　　　Pjπ配8総研6ergεε，　Piππ8♂θπ8εfJorα．Forsもαab．20，2D

　新潟県の砂丘地帯は荒れ砂丘とよばれ，藩政時代から防砂事業がおこなわれており，現在まで

継続して砂丘の固定にっとめられている。

　主な植栽樹種はクロマツ，アカマツ，ハリエンジュ，アキグミなどであり一般に新潟市以北で

はアカマツが以南はクロマツ植樹が多い。

・∠蓑

騨野

　　　　　　　　Fig。28　クロマツ植林下のハリエンジュ

Eingef員hrte　Ro肋z忽ρ∫8rκ♂o‘z侃4α，　die　a｝s　Unterwuchs　lm　I）～ノ～z‘3〃～zで～めθノg払Forst

welt　verb工eitet三st．
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　荒浜一帯の砂丘の大半はクロマツあるいはアカマツを混生する植林が行われ風背側のやや安定

した立地はモモなどの果樹園または畑地としてわずかに利用されているが成果は少ないようであ

る。近年汀線近くに植えられたクPマツは1～2mほどに生長し内陸側の古い植林では高さが16

～17騰に達している。しかし，多くの群落は高さが10m程度でその生育は良好でない。

　亜高木林としてのクロマツーアカマツ植林について見ると，亜高木層の植比率は30～80％で高

さ8～12m，林内は一般に明るく二次林との共通種が多い。調整区数30のうち2調査区が亜高木

層にハリエンジュが出現し，低木層には6調査区に被度ユ～3のハリエンジュの侵入が見られ

る。

　低木層は1．5～4mで植被率は5～70％で一定しない。構成種はガマズミ，ネムノキ，コナラ，

ヤマウルシ，ムラサキシキブ，カスミザクラ，ナツハゼ，ニセアカシア，コシアブラ，ナナカマ

ド，ヌルデ，エノキ，タニウツギ，アズキナシ，カマツカ，カシワなどすべてが落葉樹である。

ミツバ，アケビ，ツルウメモドキ，エビヅル，サルトリイバラ，スイカズラなどつる植物が生育

している。

　草本層の騒騒率は5～95％で変化が多い。草漂生の植物の，アキノキリンソウ，スズメノヤリ，

チャシバスゲ，ススキ，メドハギ，ヒメヤブラン，チガヤ，オオウシノケグサ，スミレ，シバ，

チチコグサ，カワラナデシコなどの頻度が高く，種構成から見ると，東北地方日本海側のクPマ

ツ植林と全く共通である。出現野州は10～49種と幅がある。

Fig．29　林床にコケが一面に密生する日本海側の安定した代表的クロマツ植林。

　P〃～～‘∫ご1Lz〃めθ1g～～．Forst　auξe三ner　KUsten．Dane　an　der　Japanlschen　Meeressdte，
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　コケ層を有する調査点数は30調査区のうち24憾あり，大半は50％以上の植被率を示し，8G％を

超える調査区も2，3みられる。全般的にみればコケ類を除くと二次林あるいはススキ草原にも

っとも近似した種類相をもつといえる。

　柏崎市荒浜地区のクロマツ，アカマツ植林は，さらにチャシバスゲ，ダチョウゴケ，オオウシ

ノケグサ，カワラナデシコ，ヤブコウジ，地衣類で区分される群落と特別な区分種をもたない群

落に下位区分された。ダチョウゴケで選分される下位群落はさらにスギゴケ，チョウセンガリヤ

ス，シッポゴケ，カシワ，オトコヘシ，ヤマスズメノヒエで下位区分される群落と，ノブドウ，

ニシキギ，スイカズラ，スズサイコで区分される下位単位が区分された。

　ダチョウゴケ下位単位は一般によく落葉かきが行なわれており，コケ類が生育しやすい環境が

形成されている。

　柏崎布周辺30km圏では2～4kln以上の内陸地ではクロマツの植林が行なわれていない。マツ

植林の大部分がアカマツ植林地になっている。アカマツ植林は主として尾根部に植林され，谷部

やゆるやかな斜面にはスギ植林が行なわれている。積雪量が多く地形的に雪崩がおきやすい地域

ではアカマツ植林は行なわれず，尾根部にスギ植林が行なわれている。気温と水分条件によるス

ギの地域的適性力の応用と考えられる。

　輔崎町金谷におけるアカマツ植林の組成表がTab．21に示されている。クロマツ，アカマツ植

林の木本類の生育が少ないのに対しアカマツ植林内にはササーブナオーダーの構成種が多く生育

している。

　綿．モウソウチク林

　　　　Pん〃π08’αcん〃8んθ’θrqc〃cJαf．、ρ郡ゐθ8c8π8・Bestand（Tab．22）

　柚碕市，柿崎市，出雲崎市など集落が多い地域は，集落周辺にモウソウチク林が多くみられ

る。モウソウチクは本来中隊睦の種であるが，日本に移入し植栽され観賞用，防災用，工芸，工

作物の材料に利用されている。

　モウソウチク垣内には潜在自然植生構成種の復元が早く，シラカシ，シュロ，チャノキ，シロ

ダモ，マサキ，イノデ，アラカシ，カブダチジャノヒゲなどの常緑植物が多く生育している。そ

の他ではケヤキ，ムラサキシキブ，イヌワラビなどが高常此度でみられる。出現無数は32～66種

と多い。

　雀9．　ハリエンジュ植林

　　　　Ro6επεαp8e班Joαcαcεα一Forst（Tab．23）

　砂丘上の一部にはクロマツ，アカマツ植林に囲まれてハリエンジュ植林にまとめられる林分が

点在している。ハリエンジュはマメ科植物の特性を利用してやせ地に植林されるが冬季には落葉

するため環境保全林としては不適幽である。ハリエンジュは種子による繁殖もするが，地下茎に
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　　Fig．30　ハリエンジュは根粒バクテリアにより土壌を過窒素にするため林床に雑草が

　　　　　　入りやすい。

　　　王nRoδ∫ノz’αρ5α440α‘αdα・Bestanden　enth削t　d三e　Bodenschicht　oft　n玉trophile　Unkrauter．

よる無性生殖も旺盛でマッ林内への侵入が著しい。また，ハリエンジュと共生する根粒菌の空中

窒素固定による土壌中の窒素量の増加により耕地雑草の生育がきわめて多い。オランダミミナグ

サ，オニタビラコ，スイバ，コハコベ，ウシハコベ，ノボロギク，ノゲシ，ツユクサ，スズメノ

カタビラ，ナズナ，ギシギシ，アレチマツヨイグサ，タチイヌノフグリ，ケンタッキフェスクな

ど主として1～2年生の植物があげられる。亜高木層の高さは10m程度，植被率は50～60％で疎

林となり林内は一般に明るくハリエンジュと小被度のアカマツ，クロマツによって構成されてい
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　　　　。蒙・
～ご懇繋、

遍羅

鰯拶

　　函趨、
・》避畿藩驚

　Fig．31ハリエンジュの樹冠。夏季にはうっそうと茂り林下を暗くおおうが，冬季に葉
　　　をおとすため環境保全林としては最適種ではない。
Das　Kronendach　von　Ro∂〃z1‘ψ∫oμ40αごαぐノ‘乙ist　im　Sommer　dicht　geschlossen，　im　Winter　dagegen

kah1．　Darum　ist　Roδ∫〃～α♪5αイ40αごα01αln　de徽Urlweltschutzwalden　nic｝隈t　erw廿nscht．

Fig．32　ハリエンジュ植林下ぱ，オオウシノケグサの播種などにより好題素性の雑草と

　　　ともに多くの草本植物の形成がみられる。
　　In　der　Bodenschlcht　des　Roみ～〃～αメ）56～κZoαcαご～π一Forstes　wachsen　Stickstoff　liebende

　　Unkrauter　廿ppi9．
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る。

　低木層は2～3mで植被率は10～！5％と低くハリエンジュの他にはサンショウ，ガマズミ，ヤ

マグワ，イボタノキなどが低い被度（＋）で出現しているにすぎない。

　草本層は植被率60～90％と比較的高く上記の耕地雑草とスズメノヤリ，ツルウメモドキ，ノブ

ドウ，アオツツラフジ，ヘクソカズラ，ナワシロイチゴ，ヨモギ，ススキなど，マント群落やソ

デ群落の主要種によって構成される。

20，ススキ群落

　　2陵「ε8cαπ彦んπ88επθ㍑8ε8目Gesel蔓schafも（r罫al）．24）

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（n陰×m）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vege亡a亡三〇n（％）：

Artenzah1＝

　　Tab．24　ススキ群落
五f∫∫oαノ．三疏～‘35〃z61～5∫∫．Gesellschaft

　　　　　　　調査番号

調査面積
草本層の高さ

草本海田被率

出現種数
Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　群落区分種

　ル麓鉱αノz疏螂3加。π∫ど∫　　　　　　　　　　　　　ススキ

Trennart里d．　Unterei曲eiten＝　　　　　　　　　　下位単位区分種

　L8功848驚α偲π8漉α　　　　　　　　　　　　　　　メドハギ

　・45妙・zg6’編0読5　vaL側傭∫　　　　　　　ノコンギク
　A擢〃♂加〃α1しか’α　　　　　　　　　　　　　　トダシバ

　W～鉱8パαノγ0プ必ππ議‘　　　　　　　　　　　　　フジ

　08／zα漉加ノαηαπ此α　　　　　　　　　　　　　セジ

　ん洗ノπ即。π1L砂勲≠∫　　　　　　　　　　　　　　　コブナグサ

　習〃‘α9〃爵6∫α醐ケα廊　　　　　　　　　　　　　 ヨシ

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li遣伴種

　πo磁砿ツ1～忽ω’ゼα‘α　　　　　　　　　　　　　　ドクダミ

　ゑ1”8ノ雇∫’α！η・～〃ぐ砂∫　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ

　Eg厩詔蝕ノ〃α1刀81z∫8　　　　　　　　　　　　　　　スギナ

　君〃ψん此αノ♪α8α翻功6ノブπα　　　　　　　　　　　ヤブマメ

　P尻γ8切zμ那功μηみθ堰ガ　　　　　　　　　　　　　ミゾソノミ

　ム）ノ証〃認ご1琵α認θ〃L’一〇～483　　　　　　　　　　　　　　　オカトラノ：オ

　M寵＠Z8読5ブ妙01磁α　　　　　　　　　　　　　ガガイモ

　ハ4∂耀∫δ01πろツ6お　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマグワ

　Rzめ螂ρα耀ゲb盈‘∫　　　　　　　　　　　　　　　ナワシロイチゴ

　殴〃ψ♂曜｝5∫5ゐ紹吻）8‘Z～碗6κ勉彦α　　　　　　　　　　ノブドウ

　乙αo珈‘α加漉‘α　　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノノゲシ

　P鋸461・砒5‘απ46〃∫var．7π訪窃　　　　　　　　　　ヘクソカズラ

調査地Fundort：Arahama－K廿ste　in　Stadt　Kashiwazaki木白崎市荒浜海岸・

調査者Aufnahme　von　A．　M，，　K　E，　T・O．　u，　KAT・1978年9月5日・

X　　　X

35　　36

5x7　1×10
2．5　　3

95　　98

14　　12

5・5　　5・5

十・2

十。2

十・2

　●

●

●

●

3・3

十。2
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　十

　十

　十

　十

十。2

2。2

　，

●

■

o

　■

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

十・2

十・2
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　■

o

o

●

〇

十

十
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　4～5年経過した耕作放棄地，伐採跡地，空地には現在ススキが株立ちして生育している。

荒浜，刈羽では畑放棄地及び放棄後乾燥した水田でススキ群落の植生調査資料Aufnahmeがと

られた。

　それぞれはメドハギ，ノコンギク，トダシバなどの本来のススキ草原構成種を有する町分と，

セリ，コブナグサ，ヨシの水田放棄地の植物をもつ言分に下位区分された。下位区：分種は低い言

語・群度で生育している。

　その他ドクダミ，ヨモギ，スギナ，ヤブマメ，ミゾソバなど好窒素性植物が生育している。

　ススキ群落は特定の人為的影響とつりあって一定の種の結びつきを構成するが，人為的影響の

種類・程度によりその構成種は異なる。

　また海岸に面した斜面の風衝地ではさらに異なった種の結びつきがみられる。補充調査により

記録したい。

　21．　シバ群落

　　　　Zo〃8εαノ仰。πεcα一Gese蓋1sckaft　（嬰a蚕）．25）

　表日本の砂丘上の耕作放棄地ではギョウギシバ群落がみられるが，荒浜海岸ではノシバがぎわ

めて優占する植分がみられた。比較的安定した立地への植栽にシバを利用することも可能であ

る。

　新潟県内ではシバの優卜する群落は主としてゴルフ場にみられるが，本調査範囲内ではみられ

なかった。海岸や畑地あと，あるいは砂丘のよく踏まれる安定した飛砂の少ない古砂丘上に小面

Nr．　d，　Aufnahme：

DatUm　d．　Aufnalne：

Gr6呂e　d・Probeflache（n・×m）；

H6he　d・Vegetat三〇n（cm）＝

Deckung　d・Vegetation（％）；

Artenzah1：

　Tab．25　シバ群落
Zのノ51αノψoπかごα・Gesellschaft

　　　　　　　調　査　番　号

調査年月　日

調　査　面　積

草本顯の高さ

草本層植被率
幽　現　種　数

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　群落区分種

　ZOツ5如ノ砂0〃∫0α　　　　　　　　　　　　　　　　　　シバ

髄聚聖亙撫鱒：　　　　　　　　　　　　　　その他の種
　（M》β1W∫7η甜η♂～45　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマスゲ

　Cα昭郎αノ脚z’co躍　　　　　　　　　　　　　　　　　クロカワズスゲ

　稀。砲η～απ451灘r／Cα　　　　　　　　　　　　　　　　スミレ

調査地Fund◎rt：Arahama－K偽te　ill　Stadt　Kashiwazaki．

調査老Aufnahme　von　A．　M．，　K。　F．，　T．0．　u．　KAT．

X
7

’78

9

5

5×5
10

80

4

4・4

2。2

÷・2

　÷
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蓼欝謬

駿 蕨鍵1難難灘羅購

機照艶、
難鍬聾撫薦、

’魏

　　　Fig．33　畑耕作放棄地の踏み跡や，頻繁に刈られる立地に生育しているシバ群落。

　　　　Z卿ノの妙・ノ加一Gese｝】schafちdle　unter　extremen狙ensch】ichen　Wirkungen　w三e

　　　　Tritt　oder　haufiger　Mahd　wachsen　kann．

積で生育しているのがみられた。

22．　砂丘造成地・糊地先駆雑草群落

　　1）ie　P三〇nier－Vegetatio服der　K廿sten－D強nen・Baustelleh　und舩ckter　Boden　de罫K崩ste狐一D臨en

　砂丘造成地や，造成あとの畑耕作放棄地には，人為的影響の加わり方により多くの植物群落が

みられる。純粋な砂丘地の場合はカモノハシ，メヒシバで特徴づけられるカモノハシ一国ヒシバ

群落が発達する。凹状地ではアキグミが優翻することがある。風の吹きあげ地の凹状砂丘地では

ビロードテンツキが生育する。

　ブルドーザーにより造成された砂地にはシロザ，マメグソバイナズナが生育する。

　畑放棄地では，畑耕作年数により2つの下位単位がみとめられた。比較的時間を経過している

立地ではカワラサイロ，コマツナギ，スズメノヤリなどのススキ草原構成種がみられる。放棄後

1～2年ではチャシバスゲ，スズメノヤリなどが生育する。いずれもススキクラス構成種のメド

ハギ，カワラケツメイ，カワラヨモギ，オトギリソウ，ナワシロイチゴなどの生育がみられる。

D　メヒシバーカモノハシ群落

　　1）f≦7」εαrεααd8cθη♂eπ8鵯lschαθη1麗η己crα88εPθ8■Gese玉lscha｛t（Tab．26）
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　荒浜海岸の砂丘地でかって造成され安定した立地にカモノハシが島状に株をつくり，メヒシバ，

カワラケツメイ，カワラヨモギなどと草原を形成している。砂丘前線に近く，ウンラン，コウボ

ウムギなど砂丘植生も生育している。このような群落はメヒシバーカモノハシ群落としてまとめ

られた。

　メヒシバ一盛モノハシ群落にはアキグミが大きな適状に生育している立地がみられる。立地が

安定し砂丘低木林の構成種であるアキグミが生育可能となったと考えられる。また，植被率40％

で緑地が島状に裸地上にみられる立地にはハタガヤが生育している。

　　2）　マメグンバイナズナーシロザ群落

　　　1ン句pε読π〃zoε喫7επεeμ7π『0ぬθπopo面配7παεわ田π9Gesellscha｛t（Tab．26）

　砂丘造成地の平担地にシロザ，マメグンバイナズナ，ケナシヒメムカシヨモギ，ツユクサ，ガ

ガイモ，オオマツヨイグサにより構成される植物群落がみとめられる。植被率90％ときわめて高

く，シロザクラスの植物のシロザ，メヒシバ，ケナシヒメムカシヨモギが多く先駆群落を形成し

ている。かって畑耕作に使われた立地で放棄一年目と考えられる。

　　3）　カワラサイコーチガや群落

　　　　Po∫8πだZJα　oぬεηθπ8ε8・・㎞ρθrα♂α　c〃εεπdlrεcαvar．んoeπε9だ一Gesel藍schaft　（τah・26）

　砂丘畑耕作放棄地では，チガヤが被度2～5と優占している。耕作放棄後3～4年では肥料な

どによる地中の一蒔的過窒素が薄れ，立地も安定し，カワラサイコ，コマツナギ，スズメノヤリ，

メドハギなどのススキ草原構成種が生育する。このような草原はカワラサイコーチガや群落とし

てまとめられた。カワラサイコーチガや群落は砂丘起源植生といえる。ウンラン，ハマヒルガオ，

コウボウムギ，コウボウシバなどの生育がみられる。また，周辺より飛散してきたクロマツの芽

生えが分布している。乾燥した立地ではシモプリゴケの一種がチガヤの根元に島状に生育してい

る。

　　4）オオアレチノギクーチガや群落

　　　　1rrε9θroπ8配ηεα’rθπ8ε8・加perα’α　‘〃髭πdrε6αvar・ん。θπε9だ一Gesel正scha£t　（Tab．26）

　畑放棄地のチガヤ草原ではナワシロイチゴが被度2～3と生育したり，ヨモギが被度2で，エ

ビヅル，ヘクソカズラ，テリハノイバラなどのマント群落構成種が混生している。このような群

落はナオアレチノギク，チャシバスゲを区分種として銀翼アレチノギクーチガや群落としてまと

められた。植生図ではチガヤ群落として示されている。

5）　アレチマツヨイグサ群落

　　　0επo’んθrα　6まεπ泥∫8－Gese至1schaft　（【ゼab．27）



63

纏繕蝋

鷺難

瓢撚
　　嚢

講曝凱熱

闘翠

遜．

灘繋

蕪

Fig．34　耕作放棄されたところに広くみられるチガヤ草原。

ゐψ6’厩αOη’〃～4’¶’cαvar，た。師91～・Wiese　aしlf　aufgegebenem　Acker．

縷輿
…騒

騒

繕．

Fig．35　畑耕作放棄地に群生するアレチマツヨイグサ。

　Dichter　Oβ〃。〃～8ノ・α玩e〃〃～5．Bestand　auf　Bfach．Acker．
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　砂丘の耕作放棄地にはアレチマツヨイグサが一時的に優点し群落を形成しているところが多

い。植生図ではムシトリナデシコーアレチマツヨイグサ群落として示されているが，1974年の調

査では数ケ所でムシトリナデシコが調査された。1978年ではアレチマツヨイグサ，ハタガヤ，シ

バによってまとめられるアレチマツヨイグサ群落として示された。

　アレチマツヨイグサ群落では畑地として造成された砂丘上にハタガヤ，シバが生育し，さらに

コウボウシバ，マルバアカザ，コウボウムギが生育する立地と，ナワシロイチゴ，ガガイモ，ヨ

モギが生育する：立地がみとめられた。

Nr．　d．　Aufnahme＝

Datum（1．　Aufnahme：

Gr6Be（玉．　Probe壬lache（mXm）：

H6he　d・Vegetation（m）：

Deckung　d。　VegetatiQn（％）：

Artenzahl：

Tab．27　アレチマツヨイグサ群落

　08ηo疏eノ「αゐゴ8ノ～πf∫一Gesellschaft

　　　　　　　　調　　　　査

調査月　日

調査面積
植　　生　　高

植　被　率

出現種数
Trennarten　d．　Gesellschaft：

　06〃。彦1L8／uδ1θ〃z～5

　B～‘Z加暖頭∫ムαズろα’α

　Zのノ5’αノ＠oノ～ノ6α

Trennarten　d．　U漁tereinheiten＝

　Cαノ診記♪z‘〃～∫伽

　Clz8πρρ04∫π濯αα‘〃励α君～‘ノ〃

　Cα’ぞ灘差0601〃～‘9’

　R’め’4∫ρα測ケbJf1イ5

　M厩＠Zθ誠∫ノ妙。π～‘o

　且πβ〃～ゴ51αρ7カ～ぐ砂∫

Begleiter：

　E7’∫8召ノη1z‘α刀α48〃∫’∫

　P∫，耀s疏～θめαgf∫

　Cα∬’απo〃～α〃，8

　Lθψβ48灘オ。ノ〃。〃’o∫α

　L8ψθ漉之αα〃～8α’α

　P㍑84診ガα50αノ～48〃5var、〃～α’7・θ’

　Cαノぞ滋ノ～θ1・u認α

　0灘召Zノ∫co〃～’α4α古α

群落区分種

　アレチマツヨイグサ

　ハタガヤ

　シノミ

下位単位区分種

　コウボウシバ

　マルバアカザ

　コウボウムギ

　ナワシロイチゴ

　ガガイモ

　ヨモギ

随伴種

　ヒメムカシヨモギ

　クロマツ

　カワラケツメイ

　イヌハギ

　メドハギ

　ヘクソカズラ

　シバスゲ

　カタノ慣

KT　　KT
4　　　5

’78　　’78

9　　　9

5　　　5

10x＝L5　10x10

L2　　1．8

70　　70

11　　11

2・3

十

2。2

1・2

十・2

3・3

　0

　●

　■

十・2

　十

　十

　十

　十

　〇

　●

　o

4・4

十・2

十・2

　o

　●

　●

2・3

十・2

　十

　十

　十

　●

　●

　■

十。2

十・2

→一・2

調査地Fundort：K琶ste　Arahan｝a－Kaigan　ln　der　Stadt　Kashiwazaki柏崎市荒浜海岸（Aufn．　von　KT　4：

M．K，　K．　T．　u．　T，　A。，　KT　5：A．　M．，　K　F．，　T．　O．　u．　KAT．）
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　23．　クズ群落（マント群落）

　　　　P配θrαrfαJo6α毒α一Gesel蓋scha窒t（腋antelgesellschaft）　（Ta呈）・28）

　マント群落として，ススキ，ヨモギが生育している上にクズ，ガガイモが被度98％でおおって

いる立地がみられた。国道252移線沿線は伐採あと地が多く2～3年放置されたところにはクズ

群落に一面におおわれている。

　植物群落の活動組織にあたるクズ群落は一度繁茂するとなかなか消滅されず，農家や工事老に

とって問題化されるが，好陽性のクズは日陰にならないかぎりは増えつづける。

　群落体系としては不適当だが山地性のミヤママタタビーヤマブドウ群団にクズ群落が所属する

とされているが（大場1973），さらに検討の余地があると考えられる。

　このようなマント群落は，トコロークズオーダーにまとめられノイバラクラスに所属される

（Ohba，　Miyawaki　et　Tx，1973，大場1973）。

Nr，　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme；

　Tab．28　クズ群落
Pκ8プαノー～αZo伽彦α．GeseUschaft

　　　　　　調査番号

調　査月　日

Gr6Be　d．　Probeflache（ln　x　m）＝　　　　　調査面積

H6he　d．　VegetatiQn（m）＝　　　　植生高
Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　　　　　　　　植　　被　　率

Artenzah1：　　　　　　　　　　｝IU現回数
Trennarten（L　Gesellschaft＝　　　　　　　　　　　　群落区分種

　1物rα1・忽Zo∂α如　　　　　　　　　　　　　　　クズ

　Mαψ陀読5ブ砂。加偲　　　　　　　　　　　　　　ガガイモ

Sonstige　Arten；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　ん勿〃溶如♪ガ〃‘砂5　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ

　M∫50α彫1耀∫∫加8／z5ガ∫　　　　　　　　　　　　　　ススキ

　Lαc如6α加漉6α　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノノゲシ

　盈♂飢∫ノ｝’碑40∫α　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカセンダングサ

　RzめZ‘∫ρα1刀るあ伽∬　　　　　　　　　　　　　　　ナワシロイチゴ

　勘プα9〃読8∫α㍑∫孟πガ15　　　　　　　　　　　　　　ヨシ

　PO♂ツ90π乙〃μ2ZO40∫ε’ノπ　　　　　　　　　　　　　オオイヌタデ

　君昭♂如認σ如　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タラノキ

　L8宴）848之αα〃Z8αごα　　　　　　　　　　　　　　メドノ、ギ

　A〃ψθZψ∫∫∫うπ塑ψ8盈〃～α‘如如　　　　　　　　　　　ノブドウ

　A5オ6ノーαg8，Y記。比18∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノコンギク

調査地Fundort：

調査者Aufnahme　von　A・M．，　K　R，　T・0・u・KAT・

　　　誌

　　　穿

　　、。1、。

　　　1；l

i　・3

5・5

1。2

2・3

1・2

1・2

十・2

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十
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　24．　スベリヒユーメヒシバ群落（耕作畑地雑：草群落）

　　　　Por飢9αcα09erαceα・1）‘9髭αrεαα｛～8ceπ4eれ8・Gesellschaft（Acker－Unkrautgesel星scha｛t）

　　　　（Tab。29，30）

　耕作畑地雑草群落は人為的影響の加わり方によりいくつかのタイプがみられる。クワ畑は比較

的管理が悪く，ツルウメモドキ，ナワシロイチゴ，ワラビ，オニドコロなどツル植物やマント・

ソデ群落構成種が生育しやすい。耕作地に生育する好争素性のシロザクラスの種群は施肥，除草，

中耕などの農耕地管理が中止されると急速に消滅する。

　管理のゆきとどいた畑地ではメヒシバ，シロザ，スベリヒユ，コニシキソウ，カヤツリグサ，

ザクロソウなどの畑地雑草群落，シロザクラスの講零種が中心に生育している。

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

　　Tab．29　スベリヒユーメヒシバ群落
P・プ去z面。αoZεプαcεα一C1・脚ρo伽ηLαZ伽♪レGesellschatt

　　　　　　　　　　　調査番号

Gr6Be　d．　Probeflache（m　x　m）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Arte且zah1：

調査年月臼

Trennarten　d．　Gesellsch＆ft：

　Dε9加プぬ認∫‘θη482z∫

　αL8π（～戸。融‘ノノ多αZうz‘ノノ3

　．POππZμ6α0♂6耀σ8α

　Ez4）ん。プみピα　5ど4）∫πα

　q）少θη457／3f6プ。翻α

　Mo伽goμπ診妙1叱y翫

Sonstige　Arten：

　Egz‘∫58’z〃παプ刀θノz∫ε

　56’α7・ぬ窃プ∫漉∫

　Coノ〃73読ηαじ。ηzノπμノz／5

　翫9εザ・πcαπα487zεガ∫

　エ）ゆごαプzα窃oZα∫06η∫

　M6彦妙Zθ鏡∫ノψoπ加

塑0η2・6αろ伽’α5var・6躍漉5

調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出現種数
群落区分種

　メヒシノミ

　シロザ

　スベリヒニ

　コニシキソウ

　カヤツリグサ

　ザクロソウ

その他の種

　スギナ

　エノコログサ

　ツユクサ

ヒメムカシヨモギ

アキメヒシバ

ガガイモ

サツマイモ

X　　　X

41　　42
，78　　’78

9　　　9

5　　　5

5×5　10×10

0．5　　0．3

80　　90

10　　11

5・2

2・3

2・2

十・2

十・2

1・2

十。2

2・2

2・2

　十

　●

　●

　o

5・5

1・2

十・2

2・2

2・2

十・2

十・2

十・2

　●

　■

　÷

　÷

5・4

調査地Fundort：Kariha　im　Bezirk　Kar｝ha刈羽村刈羽（Aufn・v◎n　A・M．　K　F・，　L・M・u・KAT・）

　25．　耕作水田及び耕作放i棄水田雑草群落

　　　Reisfeldeご一und　8rachreisfelder－Unkra疑tgese藍至schaften

　水田耕作地も畑地耕作地と同様に，人為的影響の多少により生育する植物群落が異なる。3～

5年間放置され放棄水田ではヨシ，アカバナ，サンカクイなどのヨシクラスの構成種が生育する。
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Aufn．　Nr，：

Datum　d．　Aufn．：

　　　　　　　　Tab．30　クワ畑

Mb7一μ5ゐ07ηの。∫5－Acker－Unkrautgesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

Gr6Be　d．　Probeflache（m　x　m）：

Hdhe　d・Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d，　Krautschicht（％）＝

Artenzahl：

調査年月日

調　査　面　積

低木層の高さ

低木層植被率

草本溜の高さ

草本層植被率
出　現　種　数

　X

34

’78

　4

　9

　5

5×10

　4

90

0．8

30

27

Geplanzte　Baumart：

　ルfb糀5ろ0η諺ツ6ゴ5

Arten　d．　CheRopodietea：

　E7¶∫987・0π5㍑2ηα〃θ刀∫∫5

　Rπ醒θぼα6θ彦05α

　00／73〃34ガππ602η〃㍑42～ゴ5

　Gθブαπ戯加州んz‘πδ8㎎だ

Sonstlge　Arten：

　C6Zα∫ぎπ6∫oプうf6μZα彦π∫

　R駕ゐz‘5ρα測ヴb盈45

　片μππ5η6プ8α4πぬ

　乃θノ’磁励昭＠♂加τ〃3Var．1α癩56π♂z〃π

　Pん7「α9η漉85απ5z矯zゼ5

　エ）∫05CO2冊6αご0ん02閣O

　Pbα宴〉ん0π勿ZO485

　Lゼ万（ψ82加η0アー

　．Aπθノπz5ゴαρプ加α㌘∫

　qμ∫∫η38πz‘∫ππ嗣α蜘」ゴπ5vaLブ・ψ伽α‘5

　楡Zかノ招ガ5二yoか形ηα

　Qπθκπ556／7α‘α

　Qπ8κπ5漉η護αzζz

　3ノηだα劣‘〃乞πζz

　：τ五α磁プ㈱距θη醐∫6var．伽ψo伽α4ノπ

　ハ4f∫6απごんπ55fηθη5∫∫

　ノ1ηψθz（1か5∫5ろ78uψ8伽ηoπzα如

　1）65ノη0読πηLαじ砂妙ZZ躍7Z

　5θζ麦‘2π々α2π彦56んα‘f6πノπ

　，A‘妙ブαπ疏85声耀層fεピ

　ηL6ら卿ノゴ5ご0ノγθ5ゴαク～αVar．0αZ魏α

　E9痂5θ‘πノπαプηθη58

植栽種

　クワ

シロザクラスの種

　オオアレチノギク

　スイバ

　ツユクサ

　ゲンノショウコ

その他の種

　ツルウメモドキ

　ナワシロイチゴ

　カスミザクラ

　ワラビ

　ヨシ

　オニドコロ

　イチゴツナギ

　ヒメヤブラン

　ヨモギ

　コチヂミザサ

　ヨメナ

　コナラ

　カシワ

　サルトリイバラ

　アキカラマツ

　ススキ

　ノブドウ

　ヌスビトハギ

　キリンソウ

　ヒナタイノコズチ

　ヒメワラビ

　スギナ

調査地Fundort：Arahama－cho　in　der　Stadt　Kashiwazaki柏綺市荒浜町．

　M．u．　KIAT．

S

K．

K
K
K

S

S

S

K
K
K

K
K：

K
K
K：

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

1

5・4

十

十

十

十

1・2

十・2

　十

　十

　十

十。2

2・3

1・2

十・2

十・2

十・2

　÷

　÷

　十

　÷

　十

　十

　十

　十

　十

÷・2

Aufn，　von　A．　M．，　K　F．，　L．
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　管理されているところではヤナギタデ，チョウジタデ，コナギ，アゼナなど夏季雑草により構

成される。さらに管理がゆきとどいているところではコナギ，キカシグサ，チョウジタデがみら

れ，ウリカワ，アギナシ，マルミスブタや短期一年生三生イグサクラスのスズメノトウガラシ，

マツバイ，タマガヤツリ，ヒデリコなどの植物が生育している。

　　D　ヨシ群落

　　　　p乃rαg〃3銘θ8απ8か・α」～s－Gese11scha歪t（Tab．31）

　水田耕作放棄後4～5年目の立地には，ヨシが二度4～5と密生し60～90mの高茎草原を形成

する。耕作放棄後の年数や水深によリアカバナ，サンカクイ，イボクサ，セリ，チゴザサ，アシ

カキが生育し，出現種下4～12種と異なる。

Lauf．　Nr．＝

Aufn．　Nr，：

Gr68e　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Krautschlcht＿1（m）：

王）eckung　d，1（rautschicht－1　（％）：

H6he　d．　Klrautschicht－2（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）：

Artenzah1：

　　Tab．3！　ヨシ群落
P11プαg〃3ゴ彦θ∫αε‘5彦プα♂f5－Gesellschaft

　　　　　　通　し番号
　　　　　　調査番号

調査面積
草本第1層の高さ

草本第1暦植被率

草本第2層の高さ

草本第2：回書率

出現異数

1　　2　　3

X　　X　　X
22　　23　　24

5×　 ！0x　 10×

　5　　10　　10

2．5　3．5　　3

90　　90　　60

一　　一　　〇．8

一　　一　　70

4　　5　　12

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　鐸げα9〃漉85αz45かα♂ゴ∫

　⑳’Zoゐ鋤23少5膵∫61zoZ（～汐1zz〃π

　＆云ψκ5診万gz48’8r

Trennaτten　d，　Unterelnl〕eiten；

　Aπθ∬8〃雄んθガ5αん

　08ηαπ〃z8ノ副απfoα

　鳶αc1LηθgZo∂05α

　ゐ68ノ擁αブ妙。ηfごα

SQnstige　Arten：

　βガ盈ア～5〃。π40∫α

　Egz‘f5顔‘ノμα測θ刀5θ

　勘64θ一∫α56αη4θη∫var．7ノ～αごプ8ご

　馬Zツ902zz〃π〃LZ6π6879だ

　Mo∫Zα4ゴαπ〃Z81・α

　πoz6ご硬y7zfα60プぬ孟α

∫bそygo／zμノπ1妙♂πψψ8ノ’

群落区分麺

　ヨシ

　アカパナ

　サンカクイ

下位単位区分種

　イボクサ

　セリ

　チゴザサ

　アシカキ

その他の種

　アメリカセンダングサ

　スギナ

　ヘクソカズラ

　ミゾソバ

　ヒメジソ

　ドクダミ

　ヤナギタデ

5。4

●

●

十。2

　十

1・2

　●

　●

　●

　●

5・4

●

●

●

■

o

■

十

十

●

十

●

●

4・4

　十

十・2

十・2

2・3

3・3

3。3

　十

十・2

　●

　十

　●

　十

　十

調査地Fundort：Arahama　in　der　Stadt　Kashiwazaki柏晦市荒浜・1978年9月5摂（von　A．　M．，　K．　F．，

　T．0．u．　Kat．）
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　　2）　チョウジタデーヤナギタデ群落

　　　　Lπ♂のεσεαqpπobεoεdθs噌Po功goπ麗配ゐ〃droPεPθr－Gesellschaft（Tab・32）

　水田耕作放棄後2～3年の立地にヤナギタデが被度4と優占する植分がみられた。チ。ウジタ

デ，コナギ，アゼナなど水田雑草が混生している。チョウジタデーヤナギタデ群落としてまとめ

られた。

　ヤナギタデは刺身のつまとして栽培され幼芽が食用とされる。

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme；

　　　Tab。32　チョウジタデーヤナギタデ群落
Lz‘改配9～α（ψだ。尻。∫46∫・Poらノgoηz‘ノ2z疫y訪・（4）ψθノ㌔Geseilschaft

　　　　　　　　　　　　　調　査番号

Gr6Be　d。　Probeflache（m×m）：

H6he　d，　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

ArteHzahl＝

調査年月E1

調　局面　積
植　　生　　高

徳　　被　　率

出　現回数

X
32

’78

9

5

5×5

20

40

6

Trennarten　d．　Geseilschaft：

　∫b砂ggoη‘〃π伽訪一説ψd／q

　L掘癬9～α砂∫Zo演。∫4ε∫

　MOノ～061zOノ閥どαむ卿ノzαZゴ5　var．μα22∠α9〃～θ‘z

　ゐカ～46ノ躍αカノηα〃ノ368／z5

Sonstige　Arten：

　PO1・‘Z4α0α　oZ8ノーα‘8α

　D∫9磁ガαα4∫067z48ノ～∫

調査地Fundortl

群落区分種

　ヤナギタデ

　チョウジタデ

　コナギ

　アゼナ

その他の種

　スベリヒユ

　メヒシバ

1くariha　im　Bezirk　Kariha刈羽村刈羽．　Aufn．　von　A．　M，　L　M．　u．　KAT．

4・4

十・2

　十

　十

十

十

　　3）　メヒシバ群落

　　　　1）まρε‘αrεααdscθπdeπ8圏Gesellschaft　（Ta蓋）．33）

　水田耕作放棄地のやや水がひいた乾燥した立地では湿った立地に生育しにくいメヒシバが被度

5と優占して生育している。出現種も限られておりわずか4種と少ない。メヒシバ群落は一般に

背の低い畑地雑草を混生する。

　　4）　ウリカワーコナギ群集

　　　　Sagiももario・IM【o薮ochor圭etum　（Tab．34）

　夏季から秋季にかけての水田には夏季水田雑草群落のウリカワーコナギ群集がイネ刈りとり後

の稲作地帯にみられる。戦後の一時期水田除草剤が連続大量散布されていた頃には水田雑草群落

の発達も悪く，単純な種組成を示していた。最近農薬散布が幾分少なくなってきたためもあり，

ひかくてき多種による水田雑草群落が再び見られるようになった。
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

GrδBe　d・Probeflache（m　x　m）

H6he　d。　Vegetation（cm）：

Deckung　d・Vegetation（％）：

Artenzahl：

　　Tab．33　メヒシバ群落
Dガg・露αガααゐ‘8刀漉η∫一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

調査年月　日

調

植

植

出

査　面

生

被

現　種

積

高

率

数

　　X

　　38

　　78

　　9

　　5

0．5×10

　　30

　　95

　　4

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　エ）∫9加磁α改8刀伽∫

劫む9・η醐妙診砂φ8アー

　Eぬπ・・〃・α‘プπ5－9α〃ガ

］Begleiter：

　∠4θ∫ご復yπ0ηZ6ηαf刀読（2α

Aufn．　Nr．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）

H6he　d．1く：rautschicht　（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）

Artenzahl：

群落区分種

　メヒシノミ

　ヤナギタデ

　イヌビエ

随伴種

　クサ不ム

Tab．34　ウリカワーコナギ群集

Sagittarlo－Monochorietum
　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

調　査　面　積

草本藺の高さ

草本層植生率
出　現　種　数

X
33

5・5

2・2

1・2

1・2

X
39

5×1010×1
20　　　10

40　　　90

10　　　10

Kennarten　d。　Ass．：

M・π・伽・闇∫αη⑫ηα♂ガ5va・．μα磁9∫ノ・・α

　Ro認4ガπ漉6α

　Lπ伽哲αゆZoろゼ・漉∫

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　5囎髭如2¶∫αρツ9ηzαθα

　5璽銘∫αプゴαα9∫2zα3痂

　理y加副うθプ読

　ゐ〃z・π5幽5～4∫vaL融吻εη∫

　▽碗翻乞ααη囎磁・va・．τθ加・α⑳伽

　EZ806たαガ3ツ0た0∫08刀5∫5

　qyφ6プκ5鋤7ノπゴ∫

　罵ηめプ∫5砂Zf∫2π漉α・8α

Sonstlge　Arten：

　qγ少θπ‘∫sp．

　％砂90ηπノπオんτ6πうθr9ガガ

　ゐ8〃脚ραπ・ガoo5∫α診α

　E6伽。認。α6駕一9αμゴ

　％聰。ηπ〃z妙み（～⑳8ノー

　εα「（4）1LπZαプ∫α6θαθ　sp．

調．ｸ地及び調査年月日Fundort　u。　Datum：

　T．0．u．　Kat．

　　　　　　　群集標徴種

　　　　　　　　　コナギ

　　　　　　　　　キカシグサ

　　　　　　　　　チョウジタデ

　　　　　　　下位単位区分種

　　　　　　　　　ウリカワ

　　　　　　　　　アギナシ

　　　　　　　　　マルミスブタ

　　　　　　　　　イ

　　　　　　　　　スズメノトウガラシ

　　　　　　　　　マツバイ

　　　　　　　　　タマガヤツリ

　　　　　　　　　ヒデリコ

　　　　　　　その他の種

　　　　　　　　　カヤツリグサ属の一種

　　　　　　　　　ミゾソバ

　　　　　　　　　アオウキクサ

　　　　　　　　　イヌビエ

　　　　　　　　　ヤナギタデ

　　　　　　　　　ゴマノバグサ科の一種

Kariha刈羽

2。2

1・2

十・2

ド　　　　　　　　　　　　　

・1。2　，
l　　　　　　　　　　　　i

に　　　　　　　　　　　　　コ

ド　　　　　　　　　　　　　ロ

12。3　：
ド　　　　　　　　　　　　　ヌ

ド　　　　　　　　　　　　　ミ

1十。2　1
ド　　　　　　　　　　　　　ミ

ロ　　　　　　　　　　　　　ロ

1　十　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ

　　．　；
　　　　；

　　．　1
　　　　：
　　　　；
　　●　　　　　1

　　　　；

　　・　l
　　　　I

1・2

十

1。2

　●

●

o

3・4

十・2

十・2

●

o

o

　■

　　　
2・21
　　；
1・2；

　　｝
1。2；

　　：

　　し　十・
　　1

●

●

　●

3・3

　十

十・2

1978年9月5日．Aufnahme　von　A．　M．，　K．　R，
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　刈羽で水田雑草群落が調査された。水がわずかにまだ落とされずに残っている立地ではウリカ

ワ，アギナシ，マルミスブタ，イなどが生育し，広く分布するウリカワーコナギ群集を標徴して

いる。水が落とされた水田地帯では叢生イグサクラスの構成種であるスズメノトウガラシ，マツ

バイ，タマガヤツリ，ヒデリコなどが生育している。

　ウリカワーコナギ群集は本州・四国・九州に広く分布し，イネーイヌビエ群団，タマガヤツリ

ーイヌビエオーダー，イネクラスにまとめられる。

2）植　　生　　図

　　1，柏崎周辺現存植生図（30kln圏）（縮尺1：50000）

　一一柏崎，柿崎，小千谷，出雲崎地区一

　東京電力柏崎刈羽地点原子力発電所敷地は新潟県南部に位置し，その周辺30km圏地域には，海

岸砂丘植生より常緑広葉樹林，夏緑広葉樹林，さらに新信濃川流域の河辺植生と多彩な植生が分

布している。

　日本海沿岸部では，砂丘植生を代表するコウボウムギ群落，ハマゴウ群落，ハマナス群落が荒

浜海岸に残されている。他は大部分クロマツ植林が行なおれ，自然植生はほとんどみられない。

わずかに米山大橋上に位置する胞姫神社にウラジロガシ群落，カシワ群落および半自然性のヤブ
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　Fin．36　斜面凹状地に植栽されているスギ植林。

α）μoηzθがαゴ妙02zfoα一FQrst　auf　dem　unteren　HangfuB．



72

馨載

謄夢ジ轟ツ

撫

．潔犠鱒鼎

撃蟻蕪蒸

鞭繍

贈驚萎難

課・撃ｮ轟
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　　Flg　38　信濃川上流の河辺に生育するセリークサヨシ群集。
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ツバキーケヤキ群落が残されている。しかし米山大橋架橋による影響により森林破壊の広がりが

大きくなってきている。さらに，妙智寺（内海川），宮川神社（西山町）にイノデータブ群集が，

御島石部神社（石地）にヤブコウジースダジイ群集が比較的自然に近い形で残されている。

　米山（海抜993m）では海抜450m付近よりマルバマンサクーブナ群集の残存林分がみられる。

マルバマンサクーブナ群集は冬季の積雪量が多いやせた山地に分布する。マルバマンサクーブナ

群集の残存林はさらに小村峠周辺，大鳥村，松代町，堀之内町に点在し残されている。

　調査対象地域の北部丘陵地帯は多くの人為的影響が加おり自然植生は河辺のツルヨシ群集程度

しか残されていない。海岸沿いの丘陵地はクロマツ植林，アカマツ植林が広く行なわれている。

国道116号線以東ではクリーコナラ群落が多く，薪炭林として広く使われていたことがうかがわ

れる。東頸城丘陵ではスギ植林，アカマツ植林，クリーコナラ群落がみられる。沖積低地では水

田耕作が行なわれ，丘陵地には一部畑耕作がゆるやかな傾斜地で行なわれている。

　調査対象地北部では，マルバマンサクーブナ群集が点在する以外はほとんどが代償植生におき

かえられている。クリーコナラ群落やオクチョウジザクラーコナラ群落が二次林としてみられ

る。クリーコナラ群落は米山付近に，小千谷市付近ではオクチョウジザクラーコナラ群落がみと

められる。さらに海岸沿いでは谷部や斜面下部にみられたスギ植林が内陸部では尾根状地や斜面

上部に残されている。斜面下部や餅状地では雪崩時の影響により持続して生育しているミヤマカ

ワラハンノキ群落が生育している。

　調査対象地域に共通して，集落の周辺にはモウソウチク林が多い。また伐採あと地にはススキ

群落，ベニバナボロギクーダンドボロギク群集が分布している。

　　2．　柏崎刈羽原子力発電所地点現存植生図（縮尺1：7500）

　発電所構内及び周辺扶醗圏の地域では厳密な意味での自然植生ぱみられない。わずかにハンノ

キ群落が敷地内に一ケ所みとめられる。ハンノキ群落は一般に沖積低地に生育するが，発電所構

内では番神砂層の粘質土の影響で不透水層が高い立地が2ケ忌みられ，ここにヨシ群落，ハンノ

キ群落，一部池が残されている。ヤナギ群落は荒浜集落南の畑地内のため池周辺にみられる。ヨ

シ群落は水田耕作放棄地及び流水辺に生育している。ガマ群落は県道刈羽停車場小丸弧線北の水

田放棄地に小面積でみられる。発電所敷地内及び荒浜海岸沿岸には砂丘植生のコウボウムギ群落，

ハマエンドウ群落などが砂の動きがあるところに，やや砂の動き’が停止した安定砂丘にチガヤー

ハマゴウ群集やハマナス群落が生育している。一部ケヤキ群落が稲場集落，刈羽集落の屋敷林や

裏山にみられる。

　発電所激地及び周辺1km内は大部分が代償植生におきかえられている。もっとも広い面積を占

めるクロマツ，アカマツ植林は，防潮林，防風林，防砂林としての多様な機能をも果しており，

荒浜に限らず海岸沿岸に植栽されている。クロマツ，アカマツ植林内にハリエンジュ植林がみら

れる。
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　Flg。39荒浜海岸に発達するハマクルマーコウホウムギ群集。

Wedello　Carエcetum　kobomugl　aufDunenderArahama．Kuste，

　荒浜地区は砂丘より丘陵地に地形が移り南部一帯に第三紀層が露出している。この地域は畑耕

作地として利用されている。コナラ群落は新講周辺，刈羽地域にみられる。沖積低地は水田耕作

が行なわれてウリカワーコナ懇懇集の生育がみられる。

　　3　柏崎刈羽原子力発電所地点潜在自然植生図（縮尺　1　7500）

　発難所敷地は広大な古砂丘地帯である。したがって潜在自然植生を考察することはきわめて困

難であるが隣接する地域を含め自然の残存林，残存植生の調査より，9つの植物群落が考察され

た。荒浜海岸砂丘は現在も砂の動きがある地域を含み，コウボウムギ群団の植物群落の生育が，

さらに砂の動きが安定した立地にハマナス群団及びハマコウ群団の植物群落が発達すると推定さ

れる。海岸風衝を受ける砂丘前面にはカシワ群落，後方に驚歎ウコギ一難ゾイタや群落が，さら

に安定した現在畑耕作が行なわれている地区ではやブコウジースタジイ群集が潜在立地と判定さ

れる。現在水田耕作が行なわれている沖積低地にはハンノキ群落及びヨシ群落が，周辺の沖積地

や斜面下部にイノデータブ群集が生育立地をもつと考察される。

　（1）　ヤブコウジースダジイ群集

　新潟県では佐渡ケ島および石山の御島石部神祉が分布の北限とされる。第三紀層あるいは古成

層を基盤とした丘陵地，低山地に分布する。刈羽地点では新設県道付近より南部丘陵地で砂丘よ
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　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，40　クロマツ植林
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り第三紀層の基盤に移りかわる，安定した古砂丘上より第三紀層基盤地域にかけてヤブコウジー

スダジイ群集の潜在立地が考えられる。

　（2）　イノデータブ群集

　刈羽地点の丘陵下部にモウソウチク林やケヤキ群落の発達がみられる。林内にはヤブッバキ，

シロダモ，タブノキ，アオキなど常緑広葉樹の生育がよくみられる。このような立地はイノデー

タブ群集が潜在立地と推定される。

　イノデータブ群集は一般に沖積地や丘陵，山地斜面下部に発達する適潤立地を好む植物群落で
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ある。分布は秋田県本荘市を北限とし，青森県岩i埼村に断片がみられる。日本海沿岸は北九州ま

で分布する。

　（3）　オニウコギーエゾイタや群落

　日本海沿岸部の砂丘，あるいは風衝地にエゾイタヤ，シナノキ，オオバボダイジュなどを高木

層にもつ夏緑広葉樹林が分布している。海岸の影響がおずかに消えるとアズキナシ，ブナ，アオ

ハダなどのブナ林構成種をもつアオハダ一轍ゾイタや群落に移りかわる（藤原未発表資料）。新

潟県はオニウコギーエゾイタや群落の南限地域にあたる。柏崎市内の水田地に残されている古い

島状地に残存林分がみられることにより，荒浜海岸の安定した砂丘上にオニウコギーエゾイタや

群落の発達が考えられる。

　（4）　カシワ群落

　胞姫神社上部の風衝地あるいは出雲崎の丘陵地の風衝地にカシワ群落の残存林が一部みられ

る。カシワ群落は日本海沿岸より北海道にかけての古砂丘地域や風衝地に低木林を形成する。荒

浜海岸の砂丘斜面がカシワ群落の潜在立地と考えられる。

　（5）ハンノキ群落（ガマ群落を含む）

　新潟県は古くから米所として沖積低地が水田に利用されている。柏崎平野ではハンノキ群落の

残存林分をみることができないが，新潟平野にわずかに残存林が点在している。また発電所構内

騒欝慧茎轟惣藩

響

繧
謬謹i． 難

圧趨駕メ畷犠鷲
　．磁無顧穫

　Fig．41サイト内の番神砂層の高い地域に生育しているヨシ群落。
Plz／rαg〃漉θ∫α～‘5”γ漉3．Gesellschaft．　Im　Hintergrund　e三n　jP冨7z’‘∫’1zz〃めθ1二gかご。Forst．
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に一部ハンノキ群落残存林がみられることにより沖積低地はハンノキ群落及びヨシ群落が潜在自

然植生と考えられる。

　（6）　ヤナギ群落

　県道刈羽停車場・小丸山線より流れる流水沿いにイヌコリヤナギ，ネコヤナギなどヤナギ類よ

りなる潜在自然植生の立地がみとめられた。

　（7）　ハマナス群団及びハマゴウ群団

　海岸砂丘の安定立地にハマナス群団やハマゴウ群団の植物群落が生育する。荒浜ではチガヤー

ハマゴウ群集が，二次的により内陸側まで広がりをみせている。潜在自然植生としてのハマナス

群団およびハマゴウ群群國は，カシワ群落の汀線側にマント群落としての生育域をもっている。

防風林として植栽された砂丘前線のクロマツ植林地にも潜在立地が考えられる。

　（8）　コウボウムギ群団

　海岸砂丘の前線，海からの風衝により砂が動く飛ばされやすい立地にコウボウムギ群隙の植物

群落が発達する。

　（9）　ヒルムシロクラス

　調査対象地域内に多くの潅概用のため池が点在する。このような池では浮葉植物群落の生育立

地となる。

　　4．　柏崎刈羽原子力発電所構内立地図（植栽可能図）　（縮尺／：7500）

　立地図（植栽可能図）は現在表層土を復元した場合に考察可能な終局相群落を具体的に地図上

に示したものである。したがって，植物群落が本来莫大な年数をかけつくりあげる表層土（Mut－

ter　Boden）を復元することにより，対象地域でもっとも多様な能力を発揮しうる植物群落が地

形図上に示される。

　刈羽原子力発電所は，その大部分が砂層を基盤としている。したがって潜在自然能力は，比較

的低く，表層土壌の発達が悪く，風衝がとくに強い砂の動きの激しいところではコボウムギ群団

（潜在自然植生図凡例8）や，ケカモノハシーハマゴウ群団（潜在自然植生図凡例7）が発達す

るものと考察されるQやや安定したところではカシワ群落（凡例4）の生育が考えられる。さら

に安定した立地では夏緑広葉樹林のオニウコギーエゾイタや群落（凡例3）が生育可能である。

　これらの立地は，表層土を客土することにより，コウボウムギ群団，ケカモノハシーハマゴウ

群団の立地はマサキートベラ群集の構成種を植栽することが可能となり，オニウコギーエゾイタ

や群落の立地では，イノデータブ群集の構成種を凹状地に，丘陵部や屋根部にはヤブコウジース

ダジイ群集の構成種が植栽可能となる。

　q）　ヤブ＝1ウジースダジイ群集（Tab．36．　P．106）

　柏崎刈羽原子力発電所構内の大部分は，山土（場合により省略可能）及び表層土30cmの還元に

よりやブコウジースダジイ群集構成種であるスダジイ，タブノキ，アラカシ，アカガシなどの高
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木類，ヤブッバキ，モチノキ，シロダモ，ヤブニッケイ，ヒメユズリハなどの亜高木類，マルバ

ノシャリンバイ，トベラ，マサキ，シャシャンボ，モッコク，チャノキ，ピサカキなどの常緑低

木類などの植栽が可能である。海岸先端部などでは夏緑低木類のアキグミ，カシワ，ノイバラ，

ハマナスなどを利用することも可能である。

　（2）　イノデータブ群集（Tab．37．　P．108）

　構内回状地や粘土質の物質を含む番神砂層が高い分布する地域では，イノデータブ群集の構成

種が植栽可能である。

　高木類はタブノキを中心に夏緑広葉樹のケヤキ，エノキ，さらに亜高木類はヤブツバキ，シμ

ダモ，ヤブニッケイ，ヒメユズリハが適している。低木類は】・ベラ，マサキ，モッコク，チャノ

キ，ピサカキ，ネズミモチ，マルバノシャリンバイなど常緑低木及び，カシワ，ハマナス，アキ

グミ，ノイバラなど夏緑低木が可能である。

　（3）　マサキートベラ群集（Taわ．38．　p．109）

　海岸最前線にはマサキートベラ群集の構成種が表層土20～30cm客土により植栽可能である。

高木類はクロマツ，ヤブツバキ，モチノキ，ヤブニッケイなど，低木類にトベラ，マサキ，モッ

コク，マルバグミ，ネズミモチなどで，夏緑広葉樹の場合もTab．38に示されている。マサキ

ートベラ群集購成種の低木類については一般にマント群落や生垣に利用可能である。

　（4）　ネコヤナギ群集

　旧近藤農場わきの水路ぞいでは，ネコヤナギ，イヌコリヤナギ，オノエヤナギなどのヤナギ類

の植栽が可能である。

　（5）　ススキ群落及びヤシャブシ群落

　道路建設地ののり面では，急傾斜地には牧草吹きつけをせずに，ススキ，ヨモギ，トダシバ，

ハギ，チガヤなどのススキ群落構成種の吹きつけあるいは植栽や，ヤシャブシ，ヒメヤシャブ

シ，タニウツギ，ヤマハンノキなどの植栽が可能である。緩傾斜地ではソダ材で土止めしながら

表層土をのせ，ヤブコウジースダジイ群集構成種を上斜面，下斜面にイノデータブ群集構成種を

利用するとよい。

　（6）改変予定地及び無植栽地

　改変予定地及び無植栽地については植栽可能種が示されなかったが，マウンド形成された場合，

掘り上げられた場合，フラットな地形にされた場合など地形により，また客土の量により植栽可

能種が異なる。時と場所，地形と土壌の厚さ，水分条件により立地図凡例1～5の応用が可能で

ある。

3）　植生と土壌＊

　発電所付近の土壌についてはFig．42～49に示される。

＊土壌調査は横浜圏立大学環境科学研究センター箕輪隆一が分担した。
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　　　土壌断面記載

　1。　：コマユミーハンノキ群落

L：3cm，ハンノキ，コマユミ等の落葉，粗に堆積。

A、、：6～8cm，黒褐色（7．5YR2／2），腐植に頗る富む，礫無し，壌質：砂土，単粒状，弱度の

　　団粒状構造を含む，頗る懸，潤，細根20％，中・大根30％，下層との境界は判。

A正2：12～！6cm，暗褐色（7。5YR3／3），腐植に富む，礫無し，壌質砂土，単粒状，弱度の団粒

　　状構造を含み，径2cm程の塊状構造に富む，頗る懸，潤，細・中根30％，下層との境界は

　　明。

A13：2～3cm，褐色（7。5YR4／3）腐植を含む，壌土，壁状構造，弱度のグライ化傾向を認む，

　　軟，湿，中根！5％，下層との境界は明。

B：16cm，極暗赤褐色（5YR2／4），腐植を含む，埴壌土，壁状構造，軌湿，細・中根10％，

　　下層との境界は明。

C：20cm＋，褐色（7．5YR4／6）腐植に乏し，礫無し，埴壌土，壁状構造，軟，湿，根を含ま

　　ず。



Fig，42 コマユミーハンノキ群落とその土壌断面
Eπoノリη2z螂αZα競∫var，6ψご87・z’5，Gesellschaft　und　ihr　Bodenprofii
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　2．　アカマツークロマツ植林

L：0～1cm，アカマツ，クロマツの落葉，粗に堆積。

F：3cm，同上の半腐朽物，密に堆積，菌糸を含む。

（A）一C、：12cm，鈍い黄褐色（10YR5／4），腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，弱度の粒状

　　構造を含む，頗る懸，乾，細根30％，中根20％，大根を含む，菌根菌糸に富む。特に細根

　　の周囲に発達，下層との境界は明。

C2：44c紐＋，褐色（10YR4／5），腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状〆頗る懸，潤，中・大根

　　10％。



Fig．43　アヵマッ，クロマツ植林及びその土壌断面
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　3．　コナラ群落

L：2cm，コナラ等の落葉，粗に堆積。

F一（H）：3cm，岡上の半腐朽葉，やや密に堆積，細根20％。

A：15～19cm，暗褐色（7．5YR3／4），腐植に富む，礫無し，砂土，単粒状，弱度の粒状構造

　　を含む，頗る髪，潤，細・中根50％，下層との境界付近に細根極めて多し，下層との境界

　　は明。

（B）一C：45cm＋，鈍い黄褐色（！0YR5／4），腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，頗る懸，

　　やや乾，中・大根10％。



F玉9．44 コナラ群落及びその土壌断面
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4．　ハリエンジュ植林

L：2cm，ハリエンジュの落葉，密に堆積。

A、、：5～8cm，褐色（10YR4／4），腐植を含む，礫無し，砂土，単粒状，頗る懸，やや乾，細

　　根25％，中根10％，大根を含む，下層との境界は波状，判。

（A12）一C：60cm＋，鈍い黄褐色（10YR5／4），腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，頗る懸，

　　潤，中根を含む。

Fig，45　ハリエンジュ植林下の土壌断面。わずかながら腐植質が混入し黒くかわってい
　　　る（荒浜）。

　Bodenprof11　unter　Ro玩7zゼαρ∫θμ40α6αo’α，　Durch　die　geringe　Humus．Bildung　wird　die

　Oberschicht（les　Bodens　dunkelr．
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5．　ウンランーハマゴウ群落

L：0～1cm，ハマゴウの落葉，凹みに粗に堆積。

C：60c組＋，鈍い黄褐色（10YR5／4），腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，頗る懸，乾細・

　中根5％。

影響
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　　　ζ蓋附．．

　　　毒箋選嫉「

陣璽難纏

騨網綱、
　　　　　　　　　　　　鍵．　　燭》

Fig．48　クロマツ幼樹植林地の土壌断面。全くの砂地に植えられている。

　　　Bodenpfofil　eineτ1ヤηz‘5漉π7め8’二g払An士forstung　auf　Danen。



Bg．47　ウンランーハマゴウ群集及びその土壌断面

　　　Linario．Viticetum　rotundifoliae　undihrBodenprofi1
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6．オオアレチノギクーチガや群落

L：2cm，チガヤ，ススキの枯葉，粗に堆積。

（F）一H：0．5Cln，主に岡上の繊維，地表部を被覆，所＝により欠く。

（A）一C、：35cm，鈍い黄褐色（10YR5／4），腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，頗る慧，乾，

　　細根30％，上部にチガヤの地下茎（径2～3mm）10％，下層との境界は明。

C2：30cm＋，褐色（10YR4／4），腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，頗る懸，潤，細根5％。
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貿国黙慧》も
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ぐ

Fig．49　耕作放棄あと地の土壌断面。砂丘．とに耕作が行なわれていたが，ほとんど腐植

　　　質を含まない砂である。

　　　　　Das　Bodenproiil　eines　Brach，Ackers　auf　D且nen　enthalt　kaum　Humus．



Fig．49　オオァレチノギクーチガや群落及びその土壌断面模式
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